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市
し

民
みん

憲
けん

章
しょう

私
わたし

たちは、みどりと太
たい

陽
よう

に恵
めぐ

まれた四
よつ

街
かい

道
どう

市
し

民
みん

です。

おたがいに力をあわせて　この憲
けん

章
しょう

を守
まも

り、

住
す

みよい豊
ゆた

かな　のびゆくまちをつくりましょう。

「四」「街」「道」の文字を円に組み合わせた

もので、円形は「市民の和」をあらわして

います。

１	私たちは道
どう

徳
とく

を守り、文
ぶん

化
か

的
てき

なまちをつくりましょう。

１	私たちはスポーツを愛
あい

し、すこやかなまちをつくりましょう。

１	私たちはみどりを愛し、樹
じゅ

木
もく

や花の多い、きれいなまちをつくりましょう。

１	私たちは老
ろう

人
じん

と子供をいたわり、心豊かなまちをつくりましょう。

１	私たちは創
そう

意
い

と工
く

夫
ふう

をもって、あかるいまちをつくりましょう。

� 昭和４７年２月５日制定

市の花
サクラソウ

市章（ししょう）



① 

３・４年生のみなさんへ
みなさんは、四街道市のことを、どれくらい知っていますか。
たとえば、「四街道」という名前の由

ゆ
来
らい
や、まちの中にのこる

昔
むかし
の道しるべ。そんな身

み
近
ぢか
な発

はっ
見
けん
が、学びのはじまりです。

四街道市は、自
し
然
ぜん
にめぐまれたまちです。林や田んぼ、川や公

こう

園
えん
など、自然とふれあえる場

ば
所
しょ
がたくさんあります。そしてこの

地には、はるか昔から人
ひと
々
びと
の暮

く
らしがあり、時

じ
代
だい
とともに知

ち
恵
え
や

工
く
夫
ふう
をつないできました。

昭
しょう
和
わ
になると、住

じゅう
宅
たく
が増

ふ
え、人

じん
口
こう
も多くなりました。１９８１

年（昭和５６年）には人口が５万人を越
こ
え（約 6 万人）四街道町

から現在の四街道市になりました。その後も、新しい建
たて
物
もの
や道が

できたり、いろいろな人が集
あつ
まったりして、まちのようすは少し

ずつ変
か
わってきています。

さて、現
げん
在
ざい
の四街道市に住む人々は、どのような努

ど
力
りょく
や工

く
夫
ふう
を

してくらしているのでしょうか。
この本では、四街道市の自然、歴

れき
史
し
、産

さん
業
ぎょう
、人々の暮らしにつ

いて学ぶことができます。
自分のまちを知ることは、未

み
来
らい
のまちを考えることにもつなが

ります。
学んだことをもとに、「自分にできること」や「これからのま
ちの姿

すがた
」を想

そう
像
ぞう
してみてください。

友だちや家
か
族
ぞく
と話し合ったり、調

しら
べたりしながら、学びを広げ

ていきましょう。きっと、四街道市の新しい魅
み
力
りょく
や、大

たい
切
せつ
にした

いことが見えてくるはずです。

� 四街道市教育委員会　教育長　府川　雅司



〒

え
の
き
の
木
が

�

あ
っ
た
と
こ
ろ

（東）とうがね馬渡道

井戸
（西）船橋
　　東京道

石
の
道
し
る
べ

（北）
成
田
山
道

（南）
千
葉
町
道

② 

令和７年４月四街道市の
人　口　やく９６，０００人
面　積　やく３４．５２平方キロメートル

江戸時代から江戸時代から一一
いちいち
里里
りり
塚塚
づかづか
のの

目印だったえのきの木は、目印だったえのきの木は、

2013年（平成 25年）5月2013年（平成 25年）5月

6日の強風により、根本から6日の強風により、根本から

さけ、さけ、保保
ほほ
存存
ぞんぞん
がむずかしくながむずかしくな

り、り、伐伐
ばっばっ
採採
さいさい
されました。されました。

えのきのえのきの種種
たねたね
からから発発

はつはつ
芽芽
がが

したと見られるしたと見られる若若
わかわか
木木
ぎぎ
がが

近所の空き地から見近所の空き地から見

つかり、切りつかり、切り株株
かぶかぶ
近くに�近くに�

植植
しょくしょく
樹樹
じゅじゅ
されました。されました。

えのきがあったころえのきがあったころ
の四街道十字路の四街道十字路

１００年前の四街道十字路１００年前の四街道十字路 えのきえのきⅡⅡ
にに
世世
せいせい
（（現現
げんげん
在在
ざいざい
））

なぜ「四街道」という地名になったのだろう。

東
ひがし

登
と

宇
う

がね・馬
ま

渡
わたし

道
みち

　西
にし

船
ふな

橋
ばし

・東
とう

京
きょう

道
みち

南
みなみ

千
ち

葉
ば

町
まち

道
みち

　　　　　北
きた

成
なり

田
た

山
さん

道
みち

と、きざまれている道しるべの石の塔
とう

○わたしたちの住む四街道市は千葉県のどのあたりかな？

チーバくんに☆を書き入れてみましょう。

わたしたちの四街道



③② 

太線は今の四街道市太線は今の四街道市

旧千代田町

旧旭町

四街道町になったときの四街道町になったときの式式
しきしき

典典
てんてん

の様子の様子

砲兵学校の砲兵学校の記記
きき

念念
ねんねん

碑碑
ひひ

わたしたちの四街道　　～　れきし　～

　これは、何をしている
ときの写

しゃ

真
しん

かな。

　1981年（昭和56年）4月1日に千葉県で二�
十八番目の「市」として、四街道町が四街道
市になったときの写真です。2025年（令和７�
年）で、市になってから44年目を迎

むか

えました。
　四街道市は、市になる前は「四街道町」でした。四街道町の
誕
たん

生
じょう

は、1955年（昭和30年）の3月10日です。四街道町は、
千
ち

代
よ

田
だ

町と旭
あさひ

村が合
がっ

併
ぺい

してできました。

＜軍
ぐん

隊
たい

のまちだった四街道＞

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に砲
ほう

兵
へい

学校ができて、鉄
てっ

砲
ぽう

や
大
たい

砲
ほう

の練
れん

習
しゅう

が行われました。射
しゃ

撃
げき

や砲
ほう

撃
げき

の目
もく

標
ひょう

にするために大
おお

土
ど

手
て

山
やま

がつくら
れました。



④

わたしたちの四街道　 ～　まち　～

四街道市には、どのようなしせつがあるのかな。

市
し
役
やく
所
しょ

市
し
立
りつ
図
と
書
しょ
館
かん

文
ぶん
化
か
センター

中
ちゅう
央
おう
公
こう
園
えん
プール

四街道総合公園
南部総

そう
合
ごう
福
ふく
祉
し
センター

「わろうべの里」



⑤④

　むかしの四街道駅と
くらべてみよう。

クリーンセンター

ＪＲ四
よつ
街
かい
道
どう
駅
えき
（北口）

物
もの
井
い
駅

昭和５５年ごろの
四街道駅

昭和１０年ごろの
四街道駅

警
けい
察
さつ
署
しょ

温
おん
水
すい
プール

消
しょう
防
ぼう
本部



⑥

わたしたちの四街道　 ～　産
さん

業
ぎょう

　～

米の収
しゅう
穫
かく

自
じ
動
どう
化
か
された牛の飼

し
育
いく

東
ひがし
関
かん
東
とう
自
じ
動
どう
車
しゃ
道
どう

なしの収
しゅう
穫
かく

工
こう
場
じょう
が集まる地

ち
区
く

　収
しゅう
穫
かく
されたり、作られたりし

たものは、どこへ、どのように
運ばれていくのかな。

四街道市のど
のあたりで、どの
ような産業がさか
んなのかな。



⑦⑥

わたしたちの四街道　 ～　自
し

然
ぜん

　～

大土手山の桜
さくら

稲
いな
穂
ほ
の実

みの
った水田

自
し
然
ぜん
を生かしてつくられた公園

たくさんの生物がすむ小
お
名
な
木
ぎ
川

緑の葉が生
お
いしげる里山

山梨ほたるの里

四街道市の豊
ゆた

かな
自然は、市のどのあた
りに見られるのかな。

　四街道市で初
はじ
めて、

「自
し
然
ぜん
環
かん
境
きょう
保
ほ
全
ぜん
地
ち
区
く
」に

選
えら
ばれたよ。



⑧

わたしたちの四街道　～　残
のこ

したいもの、伝
つた

えたいもの　～

和良比はだか祭り

内黒田はだか参
まい
り

四街道 WALLABY RUN ガス灯のあかりは現
げん
在
ざい
ＬＥＤに

交かんされています。

産
さん
業
ぎょう
まつり

ふるさとまつり

亀
かめ
崎
ざき
ばやし

未
み

来
らい

の四街道市に
「残したいもの」
「伝えたいもの」は
何かな。



⑨⑧

四街道シンボルマーク
「サクラソウ」

地
ち
域
いき
振
しん
興
こう
キャラクター

よつぼくん

も　く　じも　く　じ

社会福
ふく
祉
し
協
きょう
議
ぎ
会
かい

イメージキャラクター
モモちゃん

ごみ減
げん
量
りょう
・リサイクル

キャラクター
クルちゃん

みんなの笑
え
顔
がお
が未

み
来
らい
の笑顔につながるようにという

思いがこめられたマークで、「笑顔と笑顔をつなぐ街
まち
」

の願
ねが
いをデザインに込め、チーバくんの笑

え
くぼにある

四街道に笑顔があつまるようすをあらわしています。

四街道市 HAPPY SMILE マーク

１ わたしたちのまち　四街道� （ページ）
　（１）学校のまわりの様

よう

子
す

 � ２
　（２）わたしたちの市の様子 � ８
２ はたらく人とわたしたちのくらし
　（１）農家の仕

し

事
ごと

〈選
せん

択
たく

〉 �  21
　　　工場の仕

し

事
ごと

〈選
せん

択
たく

〉 �  29
　（２）店ではたらく人 �  37
３ わたしたちのくらしを守る
　（１）火事からくらしを守る �  47
　（２）事

じ

故
こ

や事
じ

件
けん

からくらしを守る �  57
４ 市のうつりかわり
 　　　市の様

よう

子
す

と人
ひと

々
びと

のくらしのうつりかわり �  65
５ 住みよいくらしをつくる
　（１）水はどこから �  75
　（２）ごみのしょりと利

り

用
よう

 �  85
６ 自

し

然
ぜん

災
さい

害
がい

からくらしを守る
　　　 地

じ

震
しん

からくらしを守る �  95
７ きょう土の伝

でん

統
とう

・文
ぶん

化
か

と先
せん

人
じん

たち
　（１）残

のこ

したいもの、伝
つた

えたいもの �  103
　（２）大日、鹿

ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

の開
かい

拓
たく

 �  107



— 1 —

1　わたしたちのまち　四街道

つかむ

わたしたちのまちは、どのような様
よう

子
す

なのだろうか。

「駅のまわりに、建
たて

物
もの

がたくさんあるよ。」



— 2 —

（１）学校のまわりの様子

学校のまわりには、どのようなものがあるのだろうか。

学校の近くにどのようなものがあるか、知っていること
を発

はっ

表
ぴょう

し合いました。

「生活科の町たんけんで�
公園に行ってどんぐりを
ひろったよ。」

「ここから西の方角を
見ると、広い通りに
おもしろい形の照

しょう

明
めい

があるよ。」

「北へ行くと駅かな。」

ふき出しのところは、
みなさんに考えてほしい
ところだよ。

ガス灯のおもかげをのこすＬＥＤの照
しょう

明
めい

がある通り

「わたしの家の近くを、電車が通っているよ。」

予想する



— 3 —

学校のまわりは、どのような様子だろうか。

自分が行きたい所を決めてから学校から歩いて行き、どの�
ような様子になっているか調べてみましょう。そして、調べた
ことを自分の絵地図にまとめてみましょう。

「 �わたしは、警
けい

察
さつ

署
しょ

へ行くコースがいいな。�
公
こう

共
きょう

しせつは、ほかにどんなものがあったかな。」

「 �ぼくは、おじぞうさんのある古い道コースに�
しよう。」

どのような所
を調べますか

学校のとなりの公園

家の近くのふみきり

＜ことば＞　公共しせつ公共しせつ
市のみんなのためにつくられた建

たて

物
もの

や場所のこと。

調べる

学習問題

わたしたちの学校の近くの様
よう

子
す

は、どのようになっている
のだろうか。



— 4 —

調べたことを自分の絵地図にまとめてみよう。

できあがった絵地図を見ながら、学校のまわりの様子や絵
地図作りの感想などを話し合ってみましょう。

広い道の通りには、警
察署やわろうべの里、
スーパーマーケットも
あったよ。

おじぞうさんのある古い道
は、細くてみどりが多く、カブ
トムシのとれる木やお寺や神
社があったよ。

駅にむかって､ 上り坂になっているね。
おやしきばしから見ると､ よくわかるね。

四街道郵
ゆう

便
びん

局
きょく

昔お城
しろ

があったところ

四街道駅につながる道

広々とした畑
はたけ

四街道警
けい

察
さつ

署
しょ

四街道市南
なん

部
ぶ

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センター
わろうべの里

さと

まとめる



— 5 —

○絵地図を作ろう

１　地図の上を北にする。

２　たんけんした道をたしかめて、道路をかく。

３　調べてきた建
たて

物
もの

などを、場所をたしかめながらかきこむ。

４　公
こう

共
きょう

しせつなど地図記号が使える物は、記号を使う。

５　様子のちがいを色でぬり分ける。
　　例・家の多いところ	→赤
　　　・田や畑	 →黄緑
　　　・木が多いところ	→緑　　など

６　写真があればはる。

７�　発見したことやしょうかいしたいこと、気がついたことなどを、
ふき出しの形の紙などに書いてはる。

おもな地図記号

市役所

消防署

病
びょう

院
いん

畑

警
けい

察
さつ

署
しょ

寺

学校

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

神社

田



— 6 —

○学校のまわりの地図

　写
しゃ
真
しん
をはってもいい

ね。

　地図記
き
号
ごう
を使うとわかりや

すいね。

　気がついたことを、言
葉でまとめてみよう。

　市内の他の学校のまわりはどうなっているか
な。オンラインで交流してみよう。

ひろげる

　コースべつに調べたことを、みんなで大きな地図に、
くふうしてまとめてみましょう。



— 7 —

ゆたかな自然と古いたて物が
多くのこるれきしコースがある
よ。

はたごはたご跡跡
あと
とさかな道とさかな道

昔、銚子の方から魚を運んできた道だよ。
豆
とう

腐
ふ

屋
や

などのいろいろなお店があったん
だって。

大大
おお
塚塚
つか
常常
つね
次次
じ
郎郎
ろう
のの旧旧
きゅう
居居
きょ
跡跡
あと

明
めい

治
じ

の自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

家
か

で、
鬼
き

怒
ぬ

川
がわ

の水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

の建
けん

設
せつ

をし
て、電気が使えるようにした
んだよ。

縄縄
じょう
文文
もん
の丘の丘
縄文時代の土器のかけらが

たくさんとれるんだって。

松松
しょう
源源
げん
寺寺
じ

りっぱなサルスベリの
木があるよ。

大大
だい
隆隆
りゅう
寺寺
じ

５００年前からあ
る古いお寺だよ。
鐘
かね

のついた門が
あり、昔は旭小学校
だったよ。

月見里（やまなし）月見里（やまなし）
お寺や神社がた

くさん集まってい
るよ。

山
やま

梨
なし

地区の学校から



— 8 —

つかむ

JR 四
よつ

街
かい

道
どう

駅
えき

のまわり

小
お

名
な

木
ぎ

川
がわ

にそって広がる田

四
よつ

街
かい

道
どう

工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

物
もの

井
い

御
お

山
やま

の不
ふ

動
どう

堂
どう

（２）わたしたちの市の様
よう

子
す

○市の写
しゃ

真
しん

や地図を見て

　わたしたちの四街道市には、どのような場所があり、それぞれ
どのような様

よう

子
す

なのだろうか。

学習問題



高いところ

少し高いところ 

ひくいところ

— 9 —

○市の土地の高さや広がり
調べる

　四街道市の土地の高さや広がりは、どのようになっている
のだろうか。
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○市の土地の使
つか

われ方

四街道市の土地は、どのように使われているのだろうか。

調べる

市の土地の高さや広がりについて、写真や地図で調べ、白地図

にまとめました。

「�市の北東から南西に小
お

名
な

木
ぎ

川
がわ

があるね。」

「��市の南の方は、土地の高さが高いところが広

がっているね。」

「��低
ひく

いところはどこにあるかな。」

「��川の周りや市の北東の方は、低い土地が広がっ

ているね。」

「��北西の方は、少し高い土地が広がっているね。」

「��土地の高さと土地の使
つか

われ方は、何か関
かんけい

係が

あるのかな。」



家が集まっているところ（市役所の屋上から） 

畑の多いところ（やさい） 

畑の多いところ（なし園） 

みどりの多いところ 

工場の多いところ 

○土地の使われ方

店が多いにぎやかなところ 

（四街道駅から） 

市の形をひとふでがきでかいて

みよう。

田の多いところ(米) 
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畑の多いところ（やさい）

畑の多いところ（なし園）

市役所のまわり

店が多いにぎやかなところ
（四街道駅から）
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工場の多いところ

田の多いところ（米）

みどりの多いところ
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「�四街道駅の周りには、住
じゅう

宅
たく

や店の多いところが

広がっているね。」

「�駅の北
きた

側
がわ

の通りは特
とく

に、いろいろな店があって、

にぎやかだね。駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

が広いスーパーもあるね。」

「北側にも、住宅や店の多いところがあるね。」

「�田や畑が多いのは、北西の方や小
お

名
な

木
ぎ

川
がわ

の周り

だね。」

「�川の周りの土地の低
ひく

いところは、田が多くなって

いるね。なぜ川にそった土地に田が多いのかな。」

「工場の多いところもあるね。」

「�南東の方は、みどりが多いところが広がってい

るね。」

「�森林が多いところは、土地の高さが高くなって

いるよ。」

「�四街道市の中でも、場所によってずいぶん様子

がちがうね。」
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○市の交通の様
よう

子
す

調べる

四街道市の交通は、どのように広がっているのだろうか。

鉄道
高速道路
国道
主な道路
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「�東西に高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

が通っていて、四街道インター

チェンジがあるね。」

「�四街道駅と物井駅があるね。駅の周りは、住
じゅう

宅
たく

や店が多くなっているね。駅の近くは便
べん

利
り

だか

ら人が集まるのかな。」

「工場は、高速道路や国道の近くにあるよ。」

JR四
よつ

街
かい

道
どう

駅
えき

四街道インターチェンジ

JR物
もの

井
い

駅
えき

国道51号線
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○市の公
こう

共
きょう

しせつ
調べる

　四街道市の公
こう

共
きょう

しせつは、どこにあり、
どのようなはたらきをしているのだろうか。

市
し

役
やく

所
しょ

文
ぶん

化
か

センター

クリーンセンター

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

旭
あさひ

公
こう

民
みん

館
かん

鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

ふれあいセンター

＜ことば＞
公共しせつ公共しせつ
市のみんなのためにつく

られた建物や場所のこと。
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「�文化センターへ市
し

民
みん

文
ぶん

化
か

祭
さい

の作
さく

品
ひん

展
てん

を見に行っ

たことがあるよ。市の音楽発表会も行われてい

るね。」

「�公民館の寺
てら

子
こ

屋
や

にさんかして、ボランティアの

人に勉強を教えてもらったことがあるよ。お母

さんは、料
りょう

理
り

教室に行っていたよ。」

「�鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

ふれあいセンターの中には、歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

室
しつ

があったよ。」

市役所
公民館
文化センター
図書館
消防署
警察署
交番
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「�内黒田熊野神社では、はだか参
まい

りが行われてい

るよ。」

「�古くからあるたて物は、なぜ今まで残されてき

たのかな。」

○市に古くからのこるたて物
調べる

　四街道市にのこる古いたて物は、どこに、どのような 
ものがあるだろうか。

物
もの

井
い

御
お

山
やま

の不
ふ

動
どう

堂
どう

内
うち

黒
くろ

田
だ

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

近
こん

藤
どう

家
け

住
じゅう

宅
たく
（国

くに
登
とう

録
ろく

文
ぶん

化
か

財
ざい

）

木村家住宅（国登録文化財）
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１

６

２

３
４ ５

①物
もの

井
い

御
お

山
やま

の不
ふ

動
どう

堂
どう

②内
うち

黒
くろ

田
だ

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

③近
こん

藤
どう

家
け

住
じゅう

宅
たく
（国

くに
登
とう

録
ろく

文
ぶん

化
か

財
ざい

）

④木村家住宅（国登録文化財） ⑤山
やま

梨
なし

大
だい

隆
りゅう

寺
じ

⑥亀
かめ

崎
ざき

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ
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まとめる

　市の様子について調べたことを、案内図にまとめて
みよう。

○市の案
あん

内
ない

図
ず

づくり

みんなの調べた
ことを書きこんで
みようよ。

市のしょうかい地図をつく
り、いろいろな人につたえたら
どうかな。
じまんしたいことがたくさん
ありそうね。

四街道市全体の
様子がよくわかる
よ。

　できあがった図を見て、四街道市の様子について話し

合ってみましょう。

〈案内図をつくるときの
ちゅうい〉

①�さいしょに市の形をかき、その
つぎに川などをかく。

②�鉄道や道ろは、おもなものだけ
をかんたんにかく。

③�絵をかき入れる、しゃしんをは
るなどいろいろなくふうをする。
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つかむ

（１）農
のう

家
か

の仕
し

事
ごと

〈選
せん

択
たく

〉

２　はたらく人とわたしたちのくらし

　四街道市では、どこでどのような農
のう

作
さく

物
もつ

が、つくられている
のだろうか。

「�高い土地でつくられている農作物と、ひくい土地でつく
られている農作物では、ちがいがあるみたいだね。」

「�千葉県は、気
き

候
こう

があたたかいので、なしづくりに適
てき

し
た地いきなんだね。四街道市も、たくさんのなしをつ
くっているよ。」

麦
むぎ

なし

米
こめ
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つかむ

「�うわぁっ、おいしそうだね。なしの実がたくさん
なっているよ。」

「なしの花って、こんな花なんだね。」
「�思っていたよりも木は低

ひく

くて、３年生でも手がと
どくよ。木は、えだがぶつからないように四

し

方
ほう

に
広げられていて、間をあけてうえられているよ。」

「�なし園全体をおおって、大きなあみがかけられて
いるね。」

○なし園の中は
　なしづくりについて気づいたことやぎもんに思ったことを
話し合って、学習問題をつくろう。

　農
のう

家
か

では、なしをおいしくつくるために、どのようなくふうを
して、仕

し

事
ごと

をしているのだろうか。

学習問題
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よく育つように、
ひりょうをたくさん
あげていると思うな。

あまくておいしいなしをつくるには、日当たりが
大切です。どこの葉にも日がよく当たるように葉の
のばし方に気をつけています。枝がのびてくると、
みきに赤い印のついた木だけのこして、あとは
切ってしまいます。
また、土作りにも力を入れています。わたしの
家では、ひりょうに牛ふんや鶏

けい

ふんをまぜて使っ
ています。ぬかやもみがらなどをまぜても、よい
土ができます。
一年をとおして、天気はとても気

き

になります。
収
しゅう

穫
かく

前
まえ

の時
じ

期
き

の適
てき

度
ど

な雨は、なしを太らせてく
れるので、とてもいいです。
※牛ふん、鶏

けい

ふんは、鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

のものを使
つか

っています。

予想する

調べる

○おいしいなしをつくるには

大日地区で、なしづくりをしている方にうかがいました。

農
のう

家
か

の方の話

　なしをつくる仕
し

事
ごと

には、どのようなくふうがあるのだろう
か。
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台風による
なしの落

らっ

下
か

被
ひ

害
がい

家ぞくで分たんしてたくさんの仕事をしていま
す。受

じゅ

粉
ふん

や収
しゅう

穫
かく

などの大変な仕事は、パートをたのむこともあ
ります。
仕事をしていて心配なことは、梅

つ

雨
ゆ

明
あ

けが遅
おく

れ、日
にっ

照
しょう

不
ぶ

足
そく

に
より果実が大きく育たなかったり、台風の被

ひがい

害にあったりなど、
常
つね

に自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

ととなり合わせなことです。近年では、温
おん

暖
だん

化
か

の
影
えい

響
きょう

による水不足に困
こま

ることが多
おお

いです。
しかし、お客様から「おいしかった。」という言葉を聞くと、
とても嬉

うれ

しく、それを励
はげ

みにもっとおいしいなしをつくろうと
がんばっています。

※�パートとは、短い時間で働
はたら

いてくれる人。パートの人には給料
をはらいます。

吉
よし

岡
おか

地区で、なしづくりをしている方にうかがいました。

農
のう

家
か

の方の話

○なしをつくる仕
し

事
ごと

なしづくりには、どのような仕
し

事
ごと

があるのだろうか。
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○なしをつくる仕
し

事
ごと

の１年間の流れ

なしの花のめしべに一つ一つ花
ふんをつけていきます。だんだんう
でが重くなってきます。この前に花
ふんをとるための花

はな
つみ作

さ
業
ぎょう
もあり

ます。花
か
ふんは、なし園

えん
でとったも

のを使
つか
っています。

なし園全体をおおうようにかけた
あみは、鳥や台風、ひょうなどの害

がい

をふせぐためのものです。収
しゅう
穫
かく
が

終わったら、あみははずします。

７～８このなしの実のかた
まりから、形のよいものをひ
とつだけのこして、あとは取っ
てしまいます。７月までに、
木全体のてきかをします。

４月　受
じゅ
粉
ふん

４～７月　あみかけ

５月　摘
てき
果
か
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新
しん
興
こう
というひん種

しゅ
は、ふ

くろをかけないと、はだが
きたなくなってしまいます。

選
せん
果
か
機
き
を使
つか
って、重さ

別に分けます。

なしが、きずつかないよ
うに大切に箱づめします。

収
しゅう
穫
かく
、販
はん
売
ばい
が終わっ

た後もいろいろな仕
し
事
ごと

があります。自然災害
でこわれないようにあ
みの取りまとめ、消

しょう
毒
どく

機
き
械
かい
の点
てん
検
けん
・整
せい
備
び
、土

作り、枝のせん定など
があります。

８～９月 もうすぐ収
しゅう

穫
かく

１０～３月
次年度への準備

収
しゅう

穫
かく

作
さ

業
ぎょう

選
せん

果
か

作
さ

業
ぎょう

箱
はこ

づめ

６月　ふくろかけ いよいよ　出
しゅっ

荷
か
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○なしの出
しゅっ

荷
か

のいろいろ

　なしは、どこへどのように
送られるのだろうか。

果樹組合では、機
き

械
かい

の共
きょう

同
どう

利
り

用
よう

やなしのあみかけなどの共
きょう

同
どう

作
さ

業
ぎょう

を行い、助け合ってしごとをしています。農
のう

協
きょう

や学校などに出
しゅっ

荷
か

するときは、農家が分たんして出荷しています。スーパーマーケッ
トなどに出荷する箱の中にはパンフレットを入れて、生

せい

産
さん

者
しゃ

がわか
るようにして、責

せき

任
にん

をもって生産に取り組んでいます。
また、なしづくりの講

こう

習
しゅう

会
かい

を行うことにより、よいなしづくりを
心がけています。

なし園

学　校

わたしたちの家

なし園の直
ちょく
売
ばい
所
じょ
で買って…

なし園から宅
たく
配
はい
で…

果
か
樹
じゅ
組
くみ
合
あい
の方から直

ちょく
接
せつ
買って…

店で買って…
スーパーマー
ケットなどの
店
みせ

果
か

樹
じゅ

組
くみ

合
あい

で聞いてきたこと
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　農家の方は、一つ一つのなしにたくさんの栄
えい
養
よう
がとどく

ように考えたり、きずがつかないように気をつけたりして、
１年かけて大切に育てておいしいなしをつくっている。

まとめる

ＪＡ（農協）は、農業について取りまとめる所です。事
じ
務
む
所
しょ
や

倉
そう
庫
こ
、購
こう
買
ばい
店
てん
舗
ぽ
があります。事務所では貯

ちょ
金
きん
、共
きょう
済
さい
（保

ほ
険
けん
）など、

購買店舗では肥
ひ
料
りょう
、農
のう
薬
やく
などの取り扱

あつか
いがあります。ＪＡ千葉みらいは、千葉市・

習
なら
志
し
野
の
市・佐

さ
倉
くら
市・八

やち
街
また
市・四街道市がいっしょになった農家の協同組合です。

5つの市には約１１,０００人の組合員さんがいます。おいしく安全な作物を作る
ようがんばっている農家の人たちのお手伝いをしています。

農協のおもな仕事
○米や野さいのつくり方を教える。　○肥

ひ
料
りょう
や農
のう
薬
やく
を売る。　○農業機

き
械
かい
を売る。

○農家の人たちがつくった野さいを売る。　○保
ほ
険
けん
や貯
ちょ
金の仕

し
事
ごと
をする。

１．四
よつ
街
かい
道
どう
市
し
の全面

めん
積
せき
は、どれくらいあるのだろう？� ３,４５２ｈ

ヘクタール
ａ

２．そのうち、田畑の面積はどれくらいあるのかな？� ３１１ｈａ
３．四街道市の農家の数は、何軒

けん
くらいあるの？� 約４００軒

４．畑の多い地域は、どこだろう？� 大日・鹿
ろっ
放
ぽう
ヶ
が
丘
おか

５．田の多い地域は、どこだろう？� 物
もの
井
い
・亀
かめ
崎
ざき
・山
やま
梨
なし
・内
うち
黒
くろ
田
だ

６．四街道でとれる作物、ベスト３は？（販
はん
売
ばい
金
きん
額
がく
）

� １．米　　２．なし　　３．落
らっ
花
か
生
せい

　四街道市の特
とく
産
さん
物
ぶつ
の一つは「なし」です。消

しょう
費
ひ
者
しゃ
のみなさんの

ために、おいしい作物をつくる努
ど
力
りょく
をしています。どの作

さく
物
もつ
も愛
あい

情
じょう
をこめて大切に育てた作物です。味わって食べてほしいです。

※ha：「広さ」をあらわす単
たん

位
い

です。100m×100mが10，000㎡=1ヘクタールです。

JA千葉みらい四街道支
し

店
てん

（農
のう

協
きょう

）にインタビュー

四街道市の農業について



佐倉・
成田へ

さ くら

なり た

佐倉・
成田へ

も
の
い

総
武
本
線

そ
う

ほ
ん
せ
ん

ぶ

さ東関東自動
車道ひがし
しゃ

かん とう じ どう どう

東関東自動
車道ひがし
しゃ

かん とう じ どう どう

くら

千葉へ
ち ば千葉へ

ち ば

東京
へとう

きょう

市役所

工場

四街道駅四街道駅

四街道駅インター
チェンジ
四街道駅インター
チェンジ

物井駅物井駅

し やくしょ

国道51
号こくどう

国道51
号こくどう

なり た
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つかむ

（１）工場の仕
し

事
ごと

〈選
せん

択
たく

〉

四街道市の地図を見ていて、物井駅近くに、工場が集まっ
ていることに気がつきました。

「�工場は東関東自動車道や国道５１号の近くに多い
ね。調べてみると四街道市は『金ぞく』や『きかい』
の工場が多いことがわかるよ。」

「�四街道工業団地の中にも『きかい』の工場や、『金
ぞく』の工場などいろいろな工場があるね。」

四街道工業団地

四街道市にはどのような工場があるのだろうか。
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「�四街道工業団地の中にある工場では、上の写
真のような、洋服やカバンなど、いろいろな物
についている『ホック』を１日に約１，５００万
個もつくっているそうだよ。」

「�私の服にもついていたわ。こんなに小さな部
品を一体どうやってつくっているのかな。」

　ホックをつくる工場では、いったいどんな工夫をしてたくさ
んのせい品をつくっているのでしょうか。工場を見学する前
に、どのようなことを調べればよいのか、話し合い、「工場見
学カード」にまとめてみました。

◎金ぞくせい品をつくる工場
　金ぞくせい品（ボタンやホック）をつくる工場について
知りたいことをまとめよう。

工場の入り口

ホックのついている作業着

ホック

　工場で働く人たちは、どのようなことに気をつけている
のだろうか。

学習問題
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○金ぞくせい品ができるまで

２　金
かな
がたづくり ３　プレス機で丸形に

４　�へりを曲げたりくるんだ
りして組み立て

１　図面のさくせい かたぬきされたもの

調べる

工場見学カード
調べること
○見てくること
　　・せい品ができるじゅんじょ
　　・使っているきかい
　　・はたらいている人の仕事の様子
　　・はたらいている人の服

ふく

そう
　○聞いてくること
　　・せい品の原

げん

材
ざい

料
りょう

は何か
　　・工場ではたらいている人の数
　　・せい品をつくるために気をつけていること
まとめ方　
　　・ノートにまとめる
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５　めっき（表面に色をぬる）作業 ６　点けん ７　はこづめ

８　出
しゅっ
荷
か

↑�機
き
械
かい
から出てきた

「スクラップ」

　金ぞくで作られたかたのこと。材料をはさ
んで、プレス機で押して一度に大量のせい品
を作ります。

　この工場では、作りたいホックの形や大きさに合わせて金がた
を作り、プレス機に取り付けて使っています。

金がたとは？
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ホックはどのようにつくられているのだろうか。

ホックの原料は、かたくてじょうぶな鉄・真
しん

鍮
ちゅう

・ステンレス
などです。外国から輸

ゆ

入
にゅう

したものを国内加
か

工
こう

工場で使いやす
いようにして、トラックで運んできます。

「�プレス機
き

からあなのあいたものがたくさん出てきた
よ。ゴミなのかな。」

「�どんなことに気をつけているのかな。どんなくふう
があるのかな。」

ホックの原材料

　あるものをつくるとき
の、そのもとになる材

ざい

料
りょう

のこと。

　鉄・真
しん

鍮
ちゅう

・ステンレスなどの金ぞくをうすく
のばして、まいたもの。

原
げん

材
ざい

料
りょう

とは

ホックの原材料
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ホック工場ではたらいている人はどのようなくふ
うをしているのだろう。

○はたらいている人のくふう
調べる

金
かな

がたづくりの作業は、機
き

械
かい

と、はたらく人の手作業だ
そうです。注文どおりのせい
品ができるまで何度も試

し

作
さく

品
ひん

をつくるそうです。

せい品の大きさや形が、注文とちがっていないか、
ホックとしてしっかり使えるかどうかチェックしていま
す。お客様にきちんとしたせい品をとどけるために責

せき

任
にん

を持って仕事をしているそうです。



５Ｓ活動
◦ 整理

整理とは「要るものと要らないものとに区別して、要ら
ないものを処分すること」である。

◦ 整頓
整頓とは「要るものを使いやすいようにきちんと置き、
誰でもすぐ分かるようにすること」である。

◦ 清潔
清潔とは「整理・整頓・清掃の３Ｓを維持し、予防する
こと」である。

◦ 躾
躾とは「決められたことを、いつも正しく守る習慣づけ
のこと」である。

◦ 清掃
清掃とは「つねに掃除をし、点検すること」である。
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工場ではたらく全ての人が守るや
くそく（５Ｓ）です。「せいり」「せ
いとん」「せいそう」「せいけつ」「し
つけ」の５つです。

この「５Ｓ」のやくそくは学
校のきまりともにていますね。
どこでも守る約

やく

束
そく

がありますね。

工場で見たあなのあいたものは
「スクラップ」というそうです。捨て
るのではなく環

かん

境
きょう

を守るため、資
し

源
げん

としてきちんと処
しょ

理
り

しているそうで
す。私たちも見習いたいですね。

お客様の要
よう

望
ぼう

にしっかりと応
こた

える�
ために、心をこめて作業しているの�
ですね。

ホックは、お客様の生活の中で、ごく身
み

近
ぢか

に、何
なに

気
げ

なく使うものですから、使いごこち
のいい、最高のものをお客様にとどけられる
ようにがんばっています。また、せい品をつ
くっているとちゅうに出る不

ふ

要
よう

なものは、決
められた約

やく

束
そく

をきちんと守って処
しょ

理
り

するな
ど、環

かん

境
きょう

にも気をつけて作業しています。
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外国のおもな送り先

イギリス	 スペイン	 アメリカ合衆国	 イスラエル	 インド
韓国	 オランダ	 ポルトガル	 ベルギー	 メキシコ
パキスタン	 中国	 マレーシア	 フランス	 スウェーデン
トルコ	 イラン	 台湾	 スリランカ	 シンガポール
オーストラリア	 フィリピン	 ベネズエラ	 タイ	 アラブ首長国連邦
ベトナム	 ブラジル

つくられたホックはどこへ送られるのだろうか。

○せい品の送り先調べる

「�四街道市の工場から、国内（東京・埼玉・大阪など）
だけでなく、世界中の国々にも送られているので
すね。」

「�ホックを使った洋
よう

服
ふく

やカバンなどが外国で多くつ
くられているので、今ではほとんど外国に送ってい
ます。日本のせい品が世界で高い評

ひょう

価
か

を受けてい
ます。これからも世界を舞

ぶ

台
たい

に、みなさんの期
き

待
たい

に
こたえられるせい品をつくっていきたいです。」

機
き

械
かい

を使ってたくさんのせい品をつくっている。お客様の
注文どおりになるように、小さなせい品を何度も点

てん

検
けん

したり
検
けん

査
さ

したりして、心をこめてつくっている。

まとめる
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どのような店で買い物をするのか調べてみよう。

○買
か

い物
もの

調
しら

べ

つかむ

「�コンビニは、いつでも開
あ

いていて便
べん

利
り

だから、 
お客

きゃく

さんが行きやすいと思うな。」

「�食べ物は、近くのスーパーで買うことが多いな。� 
よくお母さんと買い物に行くよ。」

（２）店
みせ

ではたらく人

家の人に、ふだんどのような店で買い物をしているのか聞
き

い
てみました。

品
しな

物
もの

によって、買う店がちがうことがわかりました。
家の人がいろいろなお店を使

つか

うわけを考
かんが

えてみましょう。

家
いえ
にあるもの 買

か
ったお店

みせ

野
やさい
菜
肉
にく

パン
ジュース
洋
ようふく
服
テレビ
・・・・・

スーパーマーケット
スーパーマーケット
近
ちか
くのお店

みせ

コンビニエンスストア
専
せん
門
もん
店
てん

専門店
・・・・・・
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「�いろいろな品物もあるし、ちゅう車場もあるから便
べん

利
り

だね。見学に行ってくわしく調べてみたいわ。」

買
か

い物
もの

調
しら

べから、スーパーマーケットをよく利
り

用
よう

しているこ
とがわかりました。スーパーマーケットをよく利用するわけを
考えてみましょう。

＜買い物調べのけっか＞

スーパーマーケットに行くわけ

・駐
ちゅう
車
しゃ
場
じょう
が広いから

・�いろいろな品
しな
物
もの
を一

いち
度
ど
に買え

る。

●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●● スーパーマーケット

●●●●●●●●●● コンビニエンスストア

●●●●●●●● 専
せん

門
もん

店
てん

●●●●●●●●●● 通
つう

信
しん

はん売
ばい
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○スーパーマーケットについて話し合おう

「�スーパーマーケットでは、いろいろな人がはたらい 
ているね。どのような仕

し

事
ごと

があるのだろう。」

「�いつもたくさんのお客さんがいるよ。ちゅう車
しゃ

場
じょう

が　
あるから、車

くるま

で来
き

ている人
ひと

も多
おお

いと思
おも

うな。」

「�食
た

べ物
もの

以
い

外
がい

のものも売っているね。ほかにはどのよ
うなものを売っているのだろう。」

「�たくさんの品
しな

物
もの

を売っているけど、品物を見
み

つけや
すくするために何

なに

かしているのかな。」

「�たくさんのお客
きゃく

さんに来てもらうために、何か工
く

夫
ふう

していることはあるのかな。」

家の人が行くスーパーマーケットについて、気づいたことや
ぎもんに思ったことを話し合いましょう。

スーパーマーケットではたらく人は、多
おお

くの人が買
か

い物
もの

を
しやすくするために、どのような工夫をしているのだろうか。

学習問題
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○スーパーマーケットのよいところ

「�品物は種
しゅ

類
るい

ごとに並
なら

べられているよね。たなの上に
は、何が置

お

かれているかを示
しめ

す看
かん

板
ばん

があるよ。」

「�おかずやおべんとうが売
う

られていると、いそがしい
人にとっては、とても便

べん

利
り

なんじゃないかな。」

スーパーマーケットでは、どのような工夫をしているのか�
話し合い、そのわけを考えてみましょう。

＜自分の予
よ

想
そう

を書いてみよう。＞

予想する
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○見
けん

学
がく

の計
けい

画
かく

をたてよう
見学の計画をたてました。

調
しら

べること

・�品
しな

物
もの

を見つけやすくした
り、品物のよさを伝

つた

えた
りするために、どのよう
な工

く

夫
ふう

をしているか。
・�どのような仕

し

事
ごと

があっ
て、何

なん

人
にん

くらいはたらい
ているか。
・�どのように品物を売

う

り場
ば

に並
なら

べているか。
・�そのほかに、たくさんの
お客

きゃく

さんに来てもらうた
めにどのような工夫をし
ているか。

調
しら

べ方
かた

・�スーパーマーケットでは
たらいている人やお客さ
んにインタビューする。
・�見学してわかったこと
をノートやメモに書きこ
む。
・�店

てん

長
ちょう

さんに売り方の工夫
を教

おし

えてもらう。

見学するときは、お店の
人やお客さんの迷

めい

惑
わく

にな
らないようにしましょう。
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○売り場を見学して

お店ではたらく人は、ど
のようなことを考えて仕

し

事
ごと

をしているのかな。

スーパーマーケットでは、お客
きゃく

さんに商
しょう

品
ひん

を買っ
てもらうために、どのような工

く

夫
ふう

をしているのだろ
うか。

調べる

↓品物をならべる人

↓サービスカウンターではたらく人

↓品物の日づけをチェックする人

↓レジをうつ人
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○お客
きゃく

さんに来
き

てもらうために

　もっと工夫がありそうだね。
ほかにもさがしてみよう！

お店
みせ

では、お客さんに来てもらうためにどのような工
く

夫
ふう

をしているのだろうか。

店
てん

長
ちょう

さんの話
はなし

・�毎
まい
日
にち
の生

せい
活
かつ
に必

ひつ
要
よう
なものが買

か
えるように、品

しな
物
もの
をと

りそろえています。
・�お店のアプリを使

つか
って、デジタルのチラシやクーポ

ンををお客様に届
とど
けています。

・�お客様に買ってほしい商
しょう
品
ひん
が見やすいように、たくさんならべたり、

ならべる場
ば
所
しょ
を広くしたりしています。

・�その商品に合うイベントを行い、専
せん
用
よう
コーナーをつくるようにして

います。
・魚は、できるだけ新

しん
せんなものを売

う
るようにしています。

・�そうざいはお客様に合わせて、いろいろな量や大きさでつくって
います。
・�お客様がお店の中を移

い
動
どう
しやすいように通

つう
路
ろ
を広くしています。

・�レジの数や種
しゅ
類
るい
を増

ふ
やして、買い物をしたお客様の並

なら
ぶ時間が少

なくなるようにしています。
・�安全安心な商品や旬

しゅん
のものをそろえるなどして、たくさんのお客

様に来ていただけるようにしています。お客様に声をもとにして、
よりよいお店づくりに取

と
り組

く
んでいます。
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○物はどこから

　お店のデジタルチラシに
書いてあるかもしれないね。

お店で売られている品物は、どのようなところから来る
のだろうか。

千葉県でつくられたなし

群馬県から

熊本県から

フィリピンや
ニュージーランド
から

北海道から

「�袋
ふくろ

やチラシを見ると、どこで作られたかわかるよ。 
千
ち

葉
ば

県
けん

以
い

外
がい

のところや、外国から品物がきているね。」
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スーパーマーケットではたらく人は、多
おお

くのお客
きゃく

さんの声に
こたえるために、さまざまな工夫をしていて、それらの工夫が
お店の売

う

り上げを高
たか

めることにつながっている。

まとめる

○スーパーマーケットではたらく人の工
く

夫
ふう

はたらく人の工夫
・�おいしい品

しな

物
もの

を並
なら

べるために、産
さん

地
ち

をえらんだり、
しゅんのものを仕入れたりしている。

スーパーマーケットではたらく人は、
多くの人が買い物しやすいようにどん
な工夫をしていたかな？
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ひろげる

○いろいろな店
　スーパーマーケット以外の店とわたしたちの生活は、どのよ
うなつながりがあるか調べてみよう。

「�近所の店は、すぐに必
ひつ

要
よう

なものを買えるからとって
も便

べん

利
り

だね。」

「�商
しょう

店
てん

街
がい

になっていると、一度にいろいろなものが買
えるね。」

「�ぼくの家は、コンビニエンスストアをよく利用する
よ。いつでもやっているから、仕

し

事
ごと

帰
がえ

りでも買い物
ができるって。」

　いろいろな店がわたしたちの生活を支
ささ

えていることがわかり
ました。

　それぞれのお店のよいところや
工
く

夫
ふう

を調
しら

べてみよう。

コンビニエンスストア

近
きん

所
じょ

の店 商
しょう

店
てん

街
がい

24時
じ

間
かん

営
えい

業
ぎょう

の店

ホームセンター
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つかむ

（１）火事からくらしを守る

３　わたしたちのくらしを守る

○火事について調べよう

福岡県・粕屋北部消防本部ホームページより

四街道市では、どのような原因の火事がおこっているのだろうか。

「�火
か

災
さい

の原因には、どんなものがあるのかな。」

「�四街道市では何
なん

件
けん

ぐらいの火災がおこっているのか
な。」

わたしたちは、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

を見学して、どのように消火活動
をしたり、火災を防

ふせ

いだりしているのか、調べることにし�
ました。
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［四街道市消防年報］

「�消防署の人は、消火のためにいつも訓練をしている
んじゃないかな。」

「�まちには、火
か

災
さい

がおきたときのための消防しせつや
せつびがあると思う。」

予想する
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）
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の
疑
い

排
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遊
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た
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火

こ
ん
ろ

そ
の
他

不
明
・
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査
中

四街道市の火事の発生件
けん
数
すう

四街道市のおもな火事の原
げん
因
いん

（2024年）

消火活動をしたり、火事がおきないようにしたりす
るために、だれがどのようなはたらきをしているのだ
ろうか。

学習問題
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道具の点
てん

検
けん

消火訓練

降
こう

下
か

訓
くん

練
れん

救
きゅう

助
じょ

訓練

消防署の人たちは、どのような仕
し

事
ごと

をしているのだろうか。

○消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の見学をしよう

調べる

「�消防自動車は、どうして早く到
とう

着
ちゃく

できるのかな。」

「�はたらいている人たちの様子や、消防自動車のことも
知りたいな。」

「�消
しょう

防
ぼう

士
し

さんたちは、火事がないときはどんな仕事をし
ているのだろう。」
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水
すい
槽
そう
付き消防ポンプ自動車 ポンプ付き水槽車

化学消防ポンプ自動車

はしご付き消防自動車

救
きゅう
急
きゅう
車
しゃ

指
しき
揮統

とう
制
せい
車
しゃ

○消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の見学
わたしたちは、消防署の見学で、たくさんのことを調べ

ることができました。そこで、わかったことをまとめること
にしました。

消防署にあった自動車
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消
しょう

防
ぼう

士
し

さんの勤
きん

務
む

消防士さんの服や道具

当番の日は２４時間勤務で、夜に火事がおきてもすぐ
にかけつけられるようにしています。火事はいつおきる
かわからないので、いつでも出動できるように服を着た
まま仮

か

眠
みん

をとっています。みなさんの命を守ることを第
一に考え、仕事に取り組んでいます。

消
しょう

防
ぼう

服
ふく

とヘルメットは、４００℃の中でもたえられる
ほどじょうぶです。防

ぼう

火
か

服
ふく

を着て、ボンベをせおうと
２０㎏の重さになりますが、いつでもすぐに出動できる
ように訓

くん

練
れん

をしています。もちろん、火事のときに使う
道具の点

てん

検
けん

も毎日しています。
火
の
中
で
も
た
え
ら
れ
る
服

服
を
着
た
ま
ま
と
ま
る
仮か

眠み
ん

室し
つ

消
防
車
の
そ
ば
に
か
け
て
あ
る
防
火
服
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通
つう

信
しん

指
し

令
れい

の方の話
119 番通

つう

報
ほう

をすると、千葉市にある指令
センターの通信指令員が火

か

災
さい

や病気、けが
をした人のいる場所に一番近い消防車や救
急車を出動させます。事

じ

件
けん

や事
じ

故
こ

によって、
警
けい

察
さつ

やガス会社、水道局、電力会社などに
連絡をします。四街道市のとなりの千葉市
や佐

さ

倉
くら

市に手助けに行ったり、来てもらっ
たりする場合もあります。

○火事がおきたら
119 番の電話を受ける

と、どのようなしくみで連
れん

絡
らく

が行くのだろうか。
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

消防団
だん

指令センター
� （千葉市） 警

けい

察
さつ

署
しょ

「�火災発生の電話を受
けるとどのように連絡
がつたわるのかな。」
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○地いきや学校の消
しょう

防
ぼう

施
し

設
せつ

をさがそう

地いきや学校にある消防施設や設
せつ

備
び

は、どのようになって
いるのだろうか。

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の人たちが、わたしたちの住んでいる地いきや学
校にも火災から守る施設や設備があることを教えてくれま
した。

「�わたしたちの地いきにはどんな消防施設がある
のかな。通

つう

学
がく

路
ろ

や家の近く、学校も調べてみよ
うよ。」

「�通学路や家の近く、学校のまわりには火災になっ
た時のためにたくさんの施設や設備があったね。」

消
しょう
火
か
栓
せん
と火
か
災
さい
報
ほう
知
ち
器
き

消火栓の標
ひょう
識
しき

道路の消火栓

防火水そうの標識 プールの採
さい
水
すい
口
こう

消火器
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❻

❼

➑

❾

Y

Y

Y

❶ ⓲

Y
Y

物
井
駅

四
街
道
駅

消防本部、消防署
分署
　　消防団詰所

※11分団は女性消防団

JR 
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○消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・消
しょう

防
ぼう

団
だん

詰
つめ

所
しょ

の配
はい

置
ち

千代田分署千代田分署

消防本部・消防署消防本部・消防署 旭分署旭分署
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○地いきの協力
消
しょう

防
ぼう

団
だん

や地いきの人々の取り組みにはどのようなものが
あるのだろうか。

わたしたちは、火事をおこさないために地いきの人たち
が、どのようなことをしているのか調べ、話し合いました。

「�近くに消防団があるけれど、地いきの人たちで
つくっていて、火事などの災

さい

害
がい

のときは消
しょう

防
ぼう

署
しょ

と協
きょう

力
りょく

しています。」
「�わたしたちの家にも、住

じゅう

宅
たく

用
よう

火災警
けい

報
ほう

器
き

が取り
つけてあります。」

「�消防署の人が、消火や避
ひ

難
なん

の仕方を教えてくれ
る訓

くん

練
れん

もやっていました。」
「�ガス会社の人は、ガスもれの心配がないか調べ

ていました。」

消防団の方の話
消防団は、ふだんは別

べつ

の自分の仕
し

事
ごと

を
していますが、火事や地

じ

震
しん

、台風などの
災害がおきると消防署の人と協力して活
動します。
いざというときに備

そな

えて、道具の点
てん

検
けん

や、消火・救
きゅう

助
じょ

訓練をしています。日ご
ろの訓練の成

せい

果
か

を大会で競
きそ

うこともあり
ます。地いきの人たちと協力して防火の
呼
よ

びかけをしています。



— 56 —

学校の友だち、家族、地いきの人々に火災予防を呼びかける
ために、どのようなことができるか考えて、取り組んでみよう。

消火活動をしたり、火事がおきないようにしたりするた
めに、消防署の人たちや地いきの人々が協力して、さまざ
まな活動をしている。

まとめる

ひろげる

　火事からくらしを守るために、自分たちにできることを考え、
やってみよう。

「�消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の人たちは、日ごろから訓
くん

練
れん

をしていざとい
うときに備

そな

えていました。」

「�まちの中にもいろいろな防
ぼう

火
か

施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

がありまし
た。」

「�地いきの人が参
さん

加
か

する消防団も大切だと思いまし
た。」

「�みんなに火の用心を呼
よ

びかけるにはどうしたらいい
のかな……。」

「火
か

災
さい

予
よ

防
ぼう

のパンフレットを作ってみんなに呼びかけ
てみたらどうかな。」

「 一人一人、標
ひょう

語
ご

を作って発表したらいいと思いま
す。」
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ヒヤリハットマップ

身近な地
ち

域
いき

のあぶない場所

つかむ

（２）事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

からくらしを守る

わたしたちのまちの事件や事故は、どのようなところで
起こりやすいのだろうか。
自分の「ヒヤリ」、「ハッと」した場面を思い出しながら身の
まわりの地図にしるしをつけ、身近な地域でどのような場所が
あぶないか話し合いましょう。

「�せまい道を歩いているときに車が急にとびだして 
ヒヤリとしたよ。」
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○事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

が起きないように

グラフや表を見て、事故と事件の数の変
へん

化
か

をたしかめ、どう
してそのように変化しているか話し合いましょう。

まちの安全について調べるための学習問題をつくりました。

学習問題について予想をたててみましょう。

市内の事故の数の変化 市内の事件の数の変化

【四街道警察署集計】

　事故や事件の数を見てまちの安全について考え、学習問題を
つくってみよう。

「�警
けい

察
さつ

官
かん

が、まちの安全を守るために努力しているので
はないかな。」

予想する

事故や事件からわたしたちの安全を守るために、だれ
がどのような活動をしているのだろうか。

学習問題



— 59 —

○事
じ

故
こ

が起きたら

調べる

事故が起きたらだれがどのよ
うに対応するのだろうか。

事故が起きたとき、どのように�

処
しょ

理
り

されるのかを話し合いましょう。

事故が起きてかられんらくをしてどのように伝
つた

わっていくの

か調べましょう。

警察への通報のしかた
○１１０番をかける
○事故の様子

「�火事と同じように、たくさんの人が協
きょう

力しているね。」
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○警
けい

察
さつ

の仕事

警察の人たちは、まちのどこでどのような仕事をして
いるのだろうか。

警
けい

察
さつ

署
しょ

や交番へ見学に行って、警察の仕
し

事
ごと

をくわしく調べ

てみましょう。

警察署に見学に行き、「仕事さがしメモ」をつくり、警察の
仕事について調べてみましょう。

四街道警察署

大日交番

千葉県警のホームページ（キッズコーナー）でも調べられるよ。

旭交番

千代田交番

四街道駅前交番

移動交番

　近くの警察署
や交番に見学に
行ってみよう。
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○事故をふせぐためのしせつや工夫
・ガードレール
→車が車道から飛

と

び出さないため。
・横断歩道
→歩行者が安全に道路を横

おうだん

断するため。

「�警察の人のほかにもまちの安全を守る活動をしている
人はいないかな。」

○安全なまちづくり

自転車放
ほう
置
ち
禁
きん
止
し
区
く
域
いき
のかんばん放

ほう
置
ち
自転車

私たちのまちでは、安全を守るためにどのようなしせつが
あるのだろうか。

歩道などにたくさんの自転車が放置されると、歩行者が歩き

づらくなるだけではなく、災
さい

害
がい

などのきんきゅう活動のときにと

てもきけんです。四街道市では、このようなことをふせぐために、

駅前などに自転車放
ほう

置
ち

禁
きん

止
し

区いきをさだめています。

自分たちの身のまわりの、事故を防ぐためのしせつを調べ、ど

んな工夫がされているか話し合いましょう。

スピードが出ないよう
に工夫された道路
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○地いきでの取り組み

四街道市民安全パトロール隊

地いきボランティアの方による
交通安全指導

交通安全へのよびかけ

自転車パトロール

こども１１０番の家

まちの安全を守るために地いきの人はどのような活動をし
ているのだろうか。

安全安心なまちづくりをめざし、警
けい

察
さつ

と交通安全きょう会や

保
ほ

護
ご

者
しゃ

、まちの人たちが協
きょう

力
りょく

して活動をしています。

安全なまちづくりのために、地いきの人が取り組んでいる
活動を調べましょう。
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人物 活動の内
ない

容
よう

警
けい

察
さつ

官
かん ○見回りをする。

地いきの人

○防
ぼう

犯
はん

パトロール

そのほか
○警察による防犯教室

まとめる

○安全を守る人の活動をまとめる

　事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

からわたしたちのくらしの安全を守る人の活動
をまとめてみよう。

これまで学習してきたことをもとに、安全なまちづくりの
ために、だれがどのような活動をしているかを、表にまとめ
てみましょう。

　まとめたこと
をもとに分かっ
たことを書こう。
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ひろげる

○地いき安全マップをつくろう

　安全マップをつくり、安全なまちづくりのためにわたした
ちができることを考えてみよう。

〈地いき安全マップのつくりかた〉
１　道路や川、学校、公園、大きなたてものなどまちなみを大まかにかく。
２　きけんな場所や、安全な場所の写真をはる。
３　写真の場所についてコメントを書く。（なぜ、きけんなのか。）
〈地いき安全マップにのせるじょうほう〉
●入りやすい場所、見えにくい場所
・人がほとんどいない 　・きちんと区切られていない　
・街
がい
灯
とう
が少なく、夜になれば暗い場所 など

●「ヒヤリ」「ハッと」したところ
●何かあったら助けを求めることができるところ
・警
けい
察
さつ
署
しょ
、交番 　・こども110番の家・コンビニなど）

� （ちばっ子地
ち
域
いき
安
あん
全
ぜん
マップづくりマニュアルより）

　友だちやまちの人に発表したり、家の人に伝
つた
えたりしてみましょう。そして、

大切な自分を守るためにどうすればよいか考えましょう。
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つかむ

４　市のうつりかわり

○くらしのうつりかわり
くらしの移りかわりを調

しら
べる中で、駅のちがいについて、気がついた

ことをみんなで話し合いました。

昔と今では、市の様子や人々のくらしはどのようにかわっ
てきたのだろうか。

「�この４まいの写
しゃ

真
しん

は、四街道駅と物井駅の昔と
今の様子だよ。」

「�昔の駅は、おじいさんが子どもの時に使
つか

ったこ
とがあるって言

い

ってたよ。」

「�駅でこんなにちがうのだから、他
ほか

にもたくさん
かわっているところがありそうだね。」

昔
むかし
の四
よつ
街
かい
道
どう
駅
えき
の様
よう
子
す

昔の物
もの
井
い
駅
えき
の様子

今の四街道駅の様子

今の物井駅の様子

市の様
よう

子
す

と人
ひと

々
びと

のくらしのうつりかわり
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いろいろな建
たて
物がふえ

てきたんじゃないかな。

「�今はお店や家がたくさんたっているところも、
昔は軍の学校があったんだね。」

「�この写真は昭
しょう

和
わ

にさつえいされたんだね。 
昭和は平

へい

成
せい

の前の時
じ

代
だい

と聞いたことがあるけれ
ど、その前にはどんな時代があったのかな。」

四街道駅周
しゅう
辺
へん
の様子（昭

しょう
和
わ
10年（1935）ころ）

　四街道駅周
しゅう

辺
へん

の上
空から撮

さつ

影
えい

した写
しゃ

真
しん

です。中
ちゅう

央
おう

に大
おお

きく
広
ひろ

がっている土
と

地
ち

は、
「陸

りく

軍
ぐん

野
や

戦
せん

砲
ほう

兵
へい

学
がっ

校
こう

」
です。

時代の区
く

分
ぶん

時代　昔のことを知るために、それぞれ名前をつけて区切りにしています。

160年前	 140	 120	 100	 80	 60	 40	 20	 今

約160年前
� ～115年前

約100年前
� ～40年前

約40年前
� ～8年前

約115年前～100年前

明
めい
治
じ
時代

大
たい
正
しょう
時代

昭
しょう
和
わ
時代 平

へい
成
せい
時代 令

和
時
代

昔 今

予想する
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○土地の利
り

用
よう

の変
へん

化
か

調べる

約３０年前の物井駅周辺の様子

今の物井駅周辺の様子

２まいの写真をくらべると、ちがうところ
があるね。住

じゅうたく

宅がふえていることがわかるね。

約３０年前の土地利用

今の土地利用

山 林
30%

山 林
30%

田
13%

田
12%

畑
27%

畑
22%

じゅう
たく
30%

じゅう
たく
45%

（四街道市統計書）

四街道市の土地利用の様子はどのようにかわって
きたのだろうか。



— 68 —

○四街道市の発
はっ

展
てん

四街道インターチェンジ

工業団地

マンション

住
じゅう

宅
たく

地

スーパーマーケット

大
おお

型
がた

商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

「�６０年くらいの間
あいだ

で、様子が大きくかわってき
たね。」

「お店や工場がふえてきているよ。」

「お店がふえたのはどうしてなんだろう。」



※四街道市人口統計    

10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

100,000

（人）

1965年（昭和40）
1975年（昭和50）
1985年（昭和60）
1995年（平成7）
2005年（平成17）
2015年（平成27）
2025年（令和7）

（人）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0～14歳 15～64歳 65歳～
昭和60年 令和6年

（人）
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○人口のうつりかわり

グラフを見て、クラスのみんなで気が付いたことを話し合っ
ています。

「�四街道市の人口はだんだんふえてきているね。」

「年表を見てみたらどうしてふえてきたのかわかりそう。」

「年れいによってちがうのか調べてみたいな。」

むかしよりも、６５さい以上
の人口がとてもふえていますね。
ぎゃくにへっている年れいにも注
目してみましょう。
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１９４７（昭和２２）年

（四街道小学校大日分校）
１９５１（昭和２６）年

（大日小学校）
２０２５（令和７）年

２０２５（令和７）年

○しせつのうつりかわり

市役所

学校

「むかしは、今とはちがうたて物だったんだね。」

「四街道市に住
す

む人のために、かわってきたんだね。」

四街道市にはほかにもたくさんの公共しせつがあります。
公共しせつは、市に住む人たちのぜい金で作られています。

＜ことば＞
公共しせつ
住む人たちの健

けん
康
こう

などのために、利用
できるようにつくら
れたしせつのこと。図書館 総合公園 公民館

四街道市にあるたて物やしせつはどのようにか
わってきたのだろうか。



７０年前

料
理

（
す
い
は
ん
）

○
羽
釡
（
は
が
ま
）

○
ガ
ス
を
使
っ
た

　
す
い
は
ん
器

○
手
回
し

　
せ
ん
た
く
機

○
せ
ん
た
く
板
と

　
た
ら
い

ギ
ザ
ギ
ザ
で

よ
ご
れ
を
落
と
す

せ
ん
た
く
板

道
具
の
と
く
ち
ょ
う
を
、

五
七
五
の
は
い
く
の
よ
う
に

し
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

羽釡は､かまどで使います

せ
ん
た
く

自
分
で
調
べ
た
も
の

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

四
街
道
市
の

で
き
ご
と

下
志
津
原
の

開
拓
が
は
じ

ま
っ
た

四
街
道
町
に

な
っ
た

人
口
が
ふ
え

は
じ
め
た
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「�知らない道具がたくさんあるよ。 
どのように使われていたのかな？」

「�千
ち

代
よ

田
だ

地区に昔
むかし

からお住まいの方
に、たずねてみました。」

○道
どう

具
ぐ

とくらしのうつりかわり
八木原小学校内の「歴

れき
史
し
民
みん
俗
ぞく
資
し
料
りょう
室
しつ
」には、

昔の道具がたくさん展
てん
示
じ
してあります。

　昔のくらしについて調べ、「道具年表」にしてみよう。
そして、わかったことや考えたことを話し合おう。

羽釜は、かまどで使います



 ５０年前 今
○
電
気

　
す
い
は
ん
器

○
二
そ
う
式

　
せ
ん
た
く
機

○
Ｉ
Ｈ

（
ア
イ
エ
イ
チ
）

　
す
い
は
ん
器

○
全
自
動

　
せ
ん
た
く
機

だっ
す
い
も

す
べ
て
で
き
る
よ

全
自
動

四
街
道
市
に

な
っ
た

総
合
公
園
が

で
き
た

ガ
ス
灯
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が

は
じ
ま
っ
た

四
街
道
駅
が
、

開
業
１
２
０
周

年
を
む
か
え
た

わ
た
し
は
今
、

小
学
三
年
生

料
理

（
す
い
は
ん
）

せ
ん
た
く

自
分
で
調
べ
た
も
の

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

四
街
道
市
の

で
き
ご
と

— 72 —

「�料理やせんたくの他に
も、調べてみたいわ。�  
明かりやテレビ、電話は
どうかしら。」

「�道具のほかにも、古いも
のを調べてみると、市の
うつりかわりがもっとわ
かるのではないかな。」

これは「火
ひ
鉢
ばち
」です。火鉢は、昔から使われていました。

中にある灰の半分は１年前のものをとっておいて、次の年
にまたいっしょに使います。そうすると、保

ほ
温
おん
にいいのです。

だんだんと火鉢も持ち運べる物が登場したり、七
しち
輪
りん
という木炭などを

燃
ねんりょう
料に使う調理用の炉

ろ
が使われるようになったりしていきました。

千代田地区に昔から住んでいる方の話



７７００年年ほほどど前前  ５５００年年ほほどど前前  今今  

駅駅前前のの様様子子  

交交通通  
物井駅ができた。 

土土地地のの使使わわれれ方方  
畑が多かった。 

人人口口  

公公共共ししせせつつ  
たくさんの学校ができた。

くくららししのの道道具具  

わわかかっったたこことと  

気気づづいいたたこことと  

四街道町だった。 四街道市になった。
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○市のくらしのうつりかわりをまとめてみよう

学習したことや市の年表をもとにまとめてみましょう。

　一つにまとめたことで、それ
ぞれのこうもくにつながりがあ
ることがわかったよ。

　これからの市はどの
ようにかわっていくの
かな。

　市のうつりかわりを表に整理して一つ
にまとめてみよう。



※四街道市統計書 

（人）

1,314 1,566 

2,688 

4,018 

0
500

1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500

平成25年 平成29年 令和3年 令和7年

外国の人の人口のへん化

＜四街道市に住む人口が多い国＞ 
１位 アフガニスタン １１７３人 
２位 中国 ６８０人 
３位 ベトナム ３２４人 

（令和 6 年現在） 
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わたしたちの市のこれからについて考えてみよう。いかす

「�四街道市のみ力を発信したり、新しく見つけたりして
いるみたいだね。」

「�外国の人たちと交流することにも、せっきょく的に取
り組んでいるね。」

「�外国の人たちの人口もだんだんふえてきているから
かな。」

四街道市ではどのような取り組みが行われているのか�
調べてみました。

四街道市はこれからどのよう
になってほしいか考えてまとめ
てみましょう。

四街道市国際交流協会は、『おたがいに助け合う心』を大切に、だれもが日
にち
常
じょう
の中で体

たい

験
けん
できる国際交流を目指しています。四街道市内に住む外国の人への日本語学習のサポー

トや語学教室（英
えい
会
かい
話
わ
教
きょう
室
しつ
・英

えい
語
ご
翻
ほん
訳
やく
教
きょう
室
しつ
などの実

じっ
施
し
）、アメリカ合

がっ
衆
しゅう
国
こく
のカリフォルニ

ア州
しゅう
にある姉妹都市『リバモア』との交流、色々な国の文化を知り合うための国際交流イ

ベントなどをボランティアの力によって運
うん
営
えい
しています。わたしたちの四街道市が、どこの

国の人でも、おたがいの文化を知り合うことで不安をなくして生活できるまちになることを
願
ねが
って活動をしています。

四街道市国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の方の話
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つかむ

（１）水はどこから
５　住みよいくらしをつくる

○わたしたちが使う水の量
りょう

わたしたちは、毎日どのくらいの水を使って生活しているのだろうか。

四街道市で一人が１日に使う水の量

２０２３（令和５）年

２７０L（平
へい

均
きん

）

市全体で１日に使う水の量

２５, ４２８㎥（平均）

水の量の目安
　　　　１㎥で、１Ｌの牛乳パック　　　　　　　� １, ０００本分。
約　５００㎥で、四街道市中央公園の２５ｍプール� １ぱい分。
約　１万㎥で、四街道市中央公園の２５ｍプール� ２０はい分。

※１㎥（立方メートル）
　＝１,０００Ｌ
※�給水量は生活、業

務用すべてをふくむ。

「�一人当たりで、こんなにたくさん水を使っている 
なんて、おどろきだね。」



0
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1960年 1980 2000 2019 2023
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0

250
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750

1000

1250
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「�『市の給水量の変化』のグラフと『市の人口の変化』の
グラフを見くらべると、どちらも増加してきているね。」

「この他にも、いろいろなところで使われているよ。」

「�こんなに使っているのに、四街道市はどうして水不足
にならないのかな。」

「じゃ口からでるきれいな水は、どこから来るのかな。」

市の給水量の変化

［四街道市地域水道ビジョン］ ［四街道市統計より］
市の人口の変化

予想する

四街道市で使われているきれいな水は、どのようにつ
くられ、送られてくるのだろうか。

学習問題



凡例

東関東高速道 物井駅

四街道駅

第３浄水場

企業庁舎
給水区域
給水区域（千葉市御成台）
給水区域外（めいわ５丁目）
浄水場
各井戸
給水栓採水地点
自動水質検査装置

第１浄水場
第２浄水場

浄水場名
水源

※受水（㎥） 地下水（㎥）

第１浄水場 0 3,048,060

第２浄水場 485,995 2,201,335

第３浄水場 977,886 2,879,234

合計 1,463,88 8,128,629

給水区域図
［四街道市地域水道ビジョン］
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調べる

○じゃ口の水が通る道

「�じゃ口から出てくるまで、水はどこを通っているのかな。」

「�浄
じょう

水
すい

場
じょう

からの受
じゅ

水
すい

に比べ、地下水を利用している割合
が高いんだね。」

生活に欠かせない水は、どこできれいにされ、どこを通って
わたしたちのところまでとどけられているのだろうか。

給水区域図
［四街道市地域水道ビジョン］

［四街道市地域水道ビジョン］

※受水…浄水され水道水として受け入れる水
浄水場ごとの水源別取水量 ［四街道市地域水道ビジョン］

井戸ポンプ室 井戸ポンプ

四街道市の水源
四街道市の水道は、地下水を市内３つの浄水場で浄水しています。また、印旛沼や利根川
からの取水を柏

かしわ
井
い
浄水場から受水しています。　［四街道市地域水道ビジョン］



井戸ポンプ室 井戸ポンプ

［四街道市地域水道ビジョン］

○水がとどくまで

○じゃ口の水が通る道

みんなは，学校の水がどこから送られてくるのか調べるこ
とにしました。

「上の表から，浄水場からの受水に比べ，地下水

の水を利用している割合が高いとわかるね。」

給水区域図

［四街道市地域水道ビジョン］

浄水場名

水源

※受水
（㎥）

地下水
（㎥）

第１浄水場 0 3,478,450

第２浄水場 518,013 2,018,360

第３浄水場 394,491 3,297,220

合計 912,504 8,794,030

※受水…浄水され水道水として受け入れる水

浄水場ごとの水源別取水量 ［四街道市地域水道ビジョン］

四街道市の水源

四街道市の水道は、原水（地下水と利根川などからの取水）を柏井浄水場で浄
水して使用しています。 ［四街道市地域水道ビジョン］

○きれいな水にするために

みんなは，水をきれいにする浄水場があることがわ
かったので，見学しました。

「浄水場は市内に３つあるね。千葉市の柏井

浄水場からも水がきているよ。」

浄水場の水処理のフロー

［四街道市地域水道ビジョン］

生活に欠かせない水は,どこできれいにされ，どこを通
ってわたしたちのところまでとどけられているのだろう。

調べる

「じゃ口から出てくるまで，水はどこを通って

いるのかな。」

予想してみましょう。
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○水がとどくまで

○きれいな水にするために

「�浄水場は市内に３つあるね。千葉市の柏井浄水場か
らも水がきているよ。」

柏井浄水場 四街道市の浄水場

水をきれいにする浄水場があることがわかったので、みんな
で、見学しました。
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○安全でおいしい水をつくるために

水道水が

川や湖
みずうみ

（沼
ぬま

）の水から水
すい

道
どう

の水ができるまで

（写
しゃ
真
しん
は県
けん
営
えい
水
すい
道
どう
の施

し
設
せつ
）

川や沼
ぬま

から取り入れた水は、よごれ ていてそのまま飲むことができません。
浄
じょう

水
すい

場
じょう

は「安心」して飲める「安全」 で「おいしい」水道水を作る工場です。
水道水は、浄

じょう

水
すい

場
じょう

から送り出され、 水道管を通って蛇
じゃ

口
ぐち

まで届
とど

けられます。

導
どう

水
すい

ポンプ

着
ちゃく

水
すい

井
せい

フロック形成池
ち

沈
ちん

でん池
ち

● 取
しゅ

水
すい

場
じょう

（印
いん

旛
ば

取
しゅ

水
すい

場
じょう

） ● 沈
ちん

でん池
ち
（柏

かしわ
井
い

浄
じょう

水
すい

場
じょう

）

水をきれいにするために「にごり」を
固
かた

める薬
やく

品
ひん

を入れます 薬品注入棟

オゾン接
せっ

触
しょく

池
ち

活
かっ

性
せい

炭
たん

吸
きゅう

着
ちゃく

池
ち

活
かっ

性
せい

炭
たん

吸
きゅう

着
ちゃく

池
ち

高
こう

度
ど

浄
じょう

水
すい

処
しょ

理
り

急速かくはん池
ち

導
どう

水
すい

管
かん

取水場
川や沼

ぬま
から

水道水にな
る水を取り
入れます

浄
じょう
水
すい
場
じょう
に水

を送ります

送られてきた水
が到着する浄

じょう
水
すい

場
じょう
の入り口です

水のにごりを
固める薬品を
入れて、まぜ
あわせます

ゆっくり水がまぜられ、
「にごり」が固まって�
大きな「フロック（か
たまり）になります」

流れをゆっくり
にし、フロック�
をしずめてとり
除
のぞ
きます

少し残った「色」
や「におい」の
素
もと
を分
ぶん
解
かい
します

分
ぶん
解
かい
した「色」や

「におい」をくっつ
けてとり除

のぞ
きます

分
ぶん
解
かい
した「色」や

「におい」をくっつ
けてとり除

のぞ
きます
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できるまで

水道水ができるまで　　　［千葉県総合企画部水政課　水のはなし2025］

　これだけていねいにきれ
いにしてくれている水なら、
安心だね。

川や沼
ぬま

から取り入れた水は、よごれ ていてそのまま飲むことができません。
浄
じょう

水
すい

場
じょう

は「安心」して飲める「安全」 で「おいしい」水道水を作る工場です。
水道水は、浄

じょう

水
すい

場
じょう

から送り出され、 水道管を通って蛇
じゃ

口
ぐち

まで届
とど

けられます。

急速ろ過
か

池
ち

塩
えん

素
そ

混
こん

和
わ

池
ち

送水ポンプ

給水場

● 給
きゅう

水
すい

場
じょう

（妙
みょう

典
でん

給
きゅう

水
すい

場
じょう

）

● 柏
かしわ

井
い

浄
じょう

水
すい

場
じょう

● 送
そう

水
すい

ポンプ（柏
かしわ

井
い

浄
じょう

水
すい

場
じょう

）

配
はい

水
すい

池
ち

送
そう

水
すい

管
かん

塩
えん

素
そ

を入れて消
しょう

毒
どく

します

配
はい

水
すい

管
かん

活
かっ

性
せい

炭
たん

吸
きゅう

着
ちゃく

池
ち

にごりのとれた水を、
さらにきれいにする
ため、小さな砂

すな
や炭

の粒
つぶ
の層

そう
でこします

消
しょう
毒
どく
用
よう
の塩
えん
素
そ
と

水をまぜます
水道水を給水
場に送ります

塩
えん
素
そ
を追加したり、水量

や圧
あつ
力
りょく
を調整しますす

浄
じょう
水
すい
場
じょう
から送

おく
られてきた水を貯

た
める水

すい
槽
そう
があります

（千
ち
葉
ば
市、習

なら
志
し
野
の
市、船

ふな
橋
ばし
市、市

いち
川
かわ
市、市

いち
原
はら
市の各

かく
市
し
の一

いち
部
ぶ
及
およ
び浦

うら
安
やす
市全

ぜん
域
いき
に

水
すい
道
どう
水
すい
を送
おく
っています。）

安心して飲める
安全でおいしい
水道水をためて
おきます

分
ぶん
解
かい
した「色」や

「におい」をくっつ
けてとり除

のぞ
きます
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矢木沢ダム（群馬県）
［提供：国土交通省関東地方整備局］

川治ダム（栃木県）
［提供：国土交通省関東地方整備局］

印旛沼（千葉県）
［ランドサット画像］

まとめる

○わたしたちの水のふるさと

「�印旛沼は、利根川とつながっているね。」

「�印旛沼のまわりでふった雨も、沼に流れ込
んでいくそうだよ。」

「利根川に流れ込む支流が、たくさんあるね。」

「�ダムは、四街道市が使う水と関係があるの
かな。」

　調べてみると、上流にあるダムが下流の地
いきと関係していることがわかりました。

「�ダムの上流は、たくさんの木にかこまれて
いるね。」

「�森林には、水をたくわえるはたらきがある
そうだよ。」

　印
いん

旛
ば

沼
ぬま

の水がどこから来るのか、地図帳など
を使って調べました。



■基準地点
き じゅん ち てん

●主要な地点
しゅよう 　　 ち てん

石井■
いし  い

   中里
■

なか ざと

■
八斗島
やっ た  じま

●
佐貫
さ  ぬき

●宝積寺
ほう しゃく  じ

●三谷
み   や

●川島
かわしま

● 出島
で  じま

●湖心
こ  しん

白浜
●

しら はま

●銚子
ちょう  し

●文巻
ふみ まき

●布川
ふ  かわ●

取手
とり  で

●松戸
まつ  ど

●若泉
わかいずみ

●
岩鼻 
いわはな

●上福岡
かみ ふく おか

●前橋
まえ ばし

●岩本
いわ もと

●
村上
むらかみ

●沼田
ぬま  た

●流山
ながれやま吉川●

よし かわ

●芽吹橋
め ふき ばし

西関宿  ●
にしせき やど

●栗橋
く り はし

古河●
こ　が

藤岡
●

ふじおか

●
川俣
かわまた

●早川田上
さ  かわ だ  かみ

高津戸■
たか  つ   ど

■黒子
くろ   ご

■乙女
おと  め

●野田
の　だ

谷中湖
渡良瀬
貯水池
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地下水のしくみ
［千葉県総合企画部水政課　水のはなし2025］

利根川水系の水源施設（ダム）　　　［千葉県総合企画部水政課　水のはなし2025］

　わたしたちの水のふるさとは…

わたしたちの水のふるさとがどこなのか、さがしてみよう。

生活に欠かせない水は、浄水場でていねいにきれいにされ、
配水管を通ってわたしたちのところまで届けられている。
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水のじゅんかん　　　［千葉県総合企画部水政課　水のはなし2025］

いかす

○大切な水のために

かぎりある水を使い続けるために、わたしたちにはどのよう
なことができるのだろうか。

ケニアで生活していた向山さんの話
ケニアの村では、水はとっても大切。水くみ場までは、往

おう

復
ふく

で１時
間近くかかるから、水は貴

き

重
ちょう

なものだ。当然、優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

は飲み水がトッ
プ。次はお風

ふ

呂
ろ

、といっても、週２回。５リットルほどの水で、水浴
あ

びから洗
せん

濯
たく

まですべてをすませていた。
� ［角川学芸出

しゅっ

版
ぱん

　幸せをつかむ法
ほう

則
そく

　向山恵理子］

これまでの学習を生かし、大切な水についてみんなで話し合いまし
た。

「�日本では、当たり前のようにじゃ口をひねれば安全な水が出てくるけれ
ど、他の国ではどうなっているのかな。」



そのまま飲める そのまま飲めるが注意が必要

そのまま飲めない データなし
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世界の水道水の現状　［国土交通省 土地・水資源局水資源部　日本の水資源］

四街道市の水道水に使用する原水は、地下水の割合が多く、

川や湖に比べ水がきれいなため、川や湖から取水して浄水している地域

に比べて、水をきれいにするためにかかる費
ひ

用
よう

もちがってきます。

「�水道の水がそのまま飲める国は少ないんだね。」

「四街道市の水道は、地下水の割合が多かったよね。」

「�地下水の割合が多い分、四街道の水はきれいだと聞いたこと
があるよ。」

「�かぎりのある水を、わたしたちは大切に使わなければいけないね。」

市役所の方の話



可燃
か ね ん

ごみ（もやすごみ） ふくろ

不燃
ふ ね ん

ごみ（もやさないごみ） ふくろ

有害
ゆうがい

ごみ 
物の名前をかきましょう

プラスチック・ビニール類
       るい ふくろ

粗大

資
　源
　物

そ だ い

し

げ
ん

ごみ 
物の名前をかきましょう

 びん （ガラスビンなど） 本

かん こ

ペットボトル 本

衣類
い る い

たば

紙るい（新聞紙
し ん ぶ ん し

・本など） たば

廃食油
はいしょくゆ

（いらなくなった油） こ
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○ごみを分別する

家では、どのようなごみをどのように出しているのだろうか。

（２）ごみのしょりと利用

つかむ

「ごみの種
しゅ

類
るい

によって出し方やしゅう集する日がちがうね。」

「ごみを種類ごとに分けて出すことを、ごみの分別というね。」

「わたしたちの生活の中で、どのくらいのごみが出るのかな。」
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「ぼくの家だけでもたくさんのごみが出ていたよ。」

「�可
か

燃
ねん

ごみがとても多いね。どのようにしょりされて
いるのかな。」

「四街道市全体では、どのくらいの量
りょう

になるのかな。」

「�人口はふえてきているけどごみしょり量はへってい
るのは、どうしてかな。」

「�ごみを分別したり、しゅう集にきまりがあったりする
のは、なぜだろう。」

わたしたちの家から出るごみは、どのように集めら
れ、しょりされているのだろうか。

ごみの出し方についてはクリー
ンセンターで発行している、ガイ
ドブックや家庭ごみの出し方一

いち
覧
らん

にくわしく書いてあります。

市の人口の変化　［四街道市統計より］ 市のごみ排出量の変化　［四街道市ごみ処理の状況より］

学習問題
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予想する

○ごみ置き場の様子
調べる

分けられたごみは、どのように集められているのだろうか。

「�たくさんのごみが集まっているね。どこへ運んでいくの
かな。」

「�わたしたちが気をつけなければいけないことはあるの
かな。」

それぞれの地区のごみ集
しゅう
積
せき
所
じょ
におかれたごみは、しゅう集車で、

市のクリーンセンターに運びます。たくさんのごみを運ぶので、分別
をしていないごみがあると、仕事がやりにくいし、きけんなこともあ
ります。ごみは種類べつにきちんと分けて、決められた曜日と時こく
を守って出してくださいね。

ごみしゅう集員の方の話

ごみ集
しゅう

積
せき

所
じょ

しゅう集の様子
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○可
か

燃
ねん

ごみのゆくえ

ごみは、どのようにしょりされているのだろうか。

「�ごみしゅう集
しゅう

車
しゃ

で集められたごみは、四街道市のクリー
ンセンターに運ばれるんだね。」

「�クリーンセンターでは、どのようににごみをしょりして
いるのかな。」

クリーンセンターに運ばれた可
か
燃
ねん
ごみは、計

けい
量
りょう
棟
とう
で

重さを量った後、プラットホームからごみピットに投
とう

入
にゅう
します。ピットにためたごみは、ごみクレーンにより投入ホッ

パーへ運び、破
は
砕
さい
機
き
で細かくしてから給じん機で焼

しょう
却
きゃく
炉
ろ
へ入れて

もやします。
四街道市クリーンセンターには焼却炉が２つあり、１日に最大で

１６５トンもやすことができます。

クリーンセンターの方の話

クリーンセンター

プラットホーム ごみピット計
けい

量
りょう

棟
とう
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○もやした後のくふう

もやした可
か

燃
ねん

ごみは、灰となって出

てきます。四街道市では、灰
はい

を処
しょ

分
ぶん

す

るための埋
う

め立て地がないので、他の市の埋め立て場に捨
す

てさ

せてもらっています。しかし、ごみの埋め立て場にも限
げん

界
かい

があり

ます。灰の捨て場所がなくなると、困
こま

ることになります。

クリーンセンターの方の話

温水プール

灰ピット

クリーンセンターでは、ごみをもやした

時に出る熱
ねつ

を利
り

用
よう

してつくった温水を温

水プールに供
きょう

給
きゅう

しています。



注射器
ちゅうしゃ き

などの医療
いりょう

系
けい

廃棄物
は い き ぶ つ

 

ライター スプレー缶
かん

手で分けるには、危険
き け ん
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○ごみがうまれかわる

クリーンセンターに運ばれたプラスチック・ビニール

類には他のごみが多くまざっているので、人の手で分けています。

再生可
か

能
のう

なプラスチックは圧
あっ

縮
しゅく

梱
こん

包
ぽう

機
き

により、四角形にまとめら

れてプラスチックの再
さい

生
せい

工場にトラックで運ばれ、新しいプラス

チックにリサイクルされます。

クリーンセンターの方の話

実
じっ

際
さい

にごみの中に入っていたもの。

圧縮梱包機

手で分けている様子

「�プラスチック・ビニール類も、もやされているのかな。」

「�可燃ごみと分けて集めているので、もやさずに再
さい

利
り

用
よう

さ
れるのかな。」

プラスチック・ビニール類
るい

はどのようにしょりされている
のだろうか。
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○ごみ処
しょ

理
り

がかかえる問
もん

題
だい

ごみ処理には、どのような問題があるのだろうか。

「�ごみを処理するのに、たくさんのお金がかかるんだね。」

「ごみをもっとへらさないといけないね。」

「�ごみをへらすために、わたしたちにできることはないかな。
クルちゃん何か知ってる？」

２０２３年（令和５年）、ごみを処理
するのにかかった費用は約１４億円だよ。

４つのＲ
アール

って聞いたことないかな？

ごみになるものをへらそう。

四街道市ごみ減量・リサイクル
キャラクター

クルちゃん

・�買い物をするときは、マイバッグを持って行き、お店からふく
ろは買わないようにしよう。

・食べ残しをしないようにしよう。
・できるだけ、つめかえのできるものを選

えら

ぼう。

●　わたしたちができる４つのＲ
アール

　その１　Reduce（リデュース）
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自分にもできることはあるかな？
みんなの協力でごみの量をへらすことができるね。

他の資
し

源
げん

に再生して使おう。

ごみになるものはことわろう。

すぐにすてるのではなく、
くり返し使おう。

・�ものを大切に使おう。
・�こわれた道具やおもちゃなどは、しゅう理して使おう。

・�ごみをすてるときは、ルールを守って分
ぶん

別
べつ

をしよう。
・�リサイクルマークのついている商品を使おう。

・�買い物をするときは、本当に必要かよく考えよう。
・�ビニール袋や割り箸、ストローなど、必要のないときはもらわ

ないようにしよう。

その２　Reuse（リユース）

その３　Recycle（リサイクル）

その４　Refuse（リフューズ）
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「�４つのＲをすすめるとごみはへりそうだね。ぼくたち
にできることはなにかな？」

「リサイクルマークを探
さが

すといいのね。」

リサイクルマークにはこんなものがあるよ。探してみてね！

ごみを資
し

源
げん

として再
さい

利
り

用
よう

するリサイクルは重
じゅう

要
よう

なことです

が、一番大切なことは、ご飯
はん

を残
のこ

さず食べたり、物を大事にし

たりとごみをできるだけ出さない、ごみのリデュースやリユー

スを考えた生活を心がけることです。

リサイクルは、他の資
し

源
げん

に再
さい

生
せい

するまでに手間がかかります。

リサイクル費
ひ

用
よう

は、時にごみとして処
しょ

理
り

する費用よりも高くな

ることを知っておきましょう。

市の廃
はい

棄
き

物
ぶつ

対
たい

策
さく

課
か

の人の話



— 94 —

「�４つのＲについてまとめてみ
たいな。」

「�ごみをもやした後の工夫につ
いてまとめてみたいな。」

「�ごみをへらすには、まず自分
にできることはないか考える
ことが大切だね。」

「�身近なところで、どのような
取り組みが行われているかも
知らないとね。」

自分にできることを考えてみよう。

自分にできることをやってみよう。

まとめる

いかす

ごみの処
しょ

理
り

と利用に
ついてわかったことを
カードにまとめ、発表
してみよう。

ごみをへらすために、
私たちにできることを
考えてみよう。

家庭から分別して出されたごみは、種類ごとに集められ、
処
しょ

理
り

されている。ごみをへらすためにも、資源として再利
用できるものはリサイクルしている。

「�鉛
えん

筆
ぴつ

は、最後まで大切に使うようにしたいな。」

「スーパーの資源物回収ボックスに協力したいな。」

「給食を残さず食べるようにしたいな。」

「�買い物に行く時は、マイバックを持っていくように
しよう。」

「�ごみをへらすために、何か手伝えることがあれば手
伝いたいな。」
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６　自然災害からくらしを守る
地

じ

震
しん

からくらしを守る

２０１１年（平成２３年）東日本大
だい
震
しん
災
さい
の被
ひ
害
がい
の様子（宮城県）

東日本大震災の千葉市の被害の様子
［千葉市ホームページより］

つかむ
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　東日本大
だい

震
しん

災
さい

の時、四街道市では、どのような被
ひ

害
がい

が 
あったのだろうか。

「�家の中の物がたくさんたおれたのかな。」

「�まちにある看
かん

板
ばん

や、信
しん

号
ごう

機
き

などもたおれてきてい
たら、あぶないね。」

そこで、東日本大震災はどれくらいの被害だったのかを四街
道市に住む方に聞くことにしました。

東日本大震災で困ったことは、震災により道路

がこわれてしまったことです。車を運転する時に

不
ふ

便
べん

さを感じました。市内の被害としては、停
てい

電
でん

により信号

が消え、渋
じゅう

滞
たい

が起きたこともありましたが、早い段
だん

階
かい

で戻
もど

り、

水不足になることもありませんでした。

わたしは、山
やま

梨
なし

小学校の児童でした。震災の

頃の山梨小学校は停電が起こり、とても困
こま

ったこ

とを今でも覚
おぼ

えています。

四街道市に住む方の話①

四街道市に住む方の話②
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ぼくは、東日本大
だい

震
しん

災
さい

が起きたとき、�

栗
くり

山
やま

小学校の児童でした。栗山小学校で

は、地
じ

震
しん

で教室の天じょう板がずれているのを見ました。

地震のこわさを感じました。

四街道市に住む方の話③

「�大きい被
ひ

害
がい

はなかったみたいだね。でも、同じ 
千葉県でも、大きな被害があった場所があると
聞いたことがあるよ。」

「�もし、大きな被害があったら不安だね。地震が
起きたらどう生活すればよいのかな。」

「�消
しょう

防
ぼう

署
しょ

や警
けい

察
さつ

署
しょ

の人たちが、まちの人を助けて
くれるのではないかな。」

予想する

学習問題

四街道市では、大きな地震が起きたときのために、だれが
どのようなことをしているのだろうか。
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わたしたちの仕
し

事
ごと

はまず、地震の被
ひがい

害情
じょう

報
ほう

を集めます。そして、多くの人々がいるひな
ん所に食

しょく

料
りょう

やふとんなど必
ひつ

要
よう

な物を運び、配るための調整
をします。また、町を直すために必要な所に連

れん

絡
らく

や指示を
送っています。大きな被害の場合は、ほかの自

じ

治
ち

体
たい

などに
も連絡をして、応えんをたのむこともあります。このように、
危機管理室と関

かん

係
けい

機
き

関
かん

が協力して四街道市に住む方のくら
しを守ることをがんばっています。

危機管理室の方の話

「�四街道小学校で、ひなん場所の看
かん

板
ばん

を見たよ。
四街道市は地震からくらしを守るために、どんな
取り組みをしているのかな。」

「�四街道市役所には、危
き

機
き

管
かん

理
り

室
しつ

という場所がある
そうだよ。どんな活動をしているのかな。」

　四街道市では、地震からくらしを守るために、どのような
取り組みをしているのだろうか。

○四街道市の地
じ

震
しん

対
たい

策
さく

調べる
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震
しん

災
さい

の時にひなん所の準
じゅん

備
び

をしたり、周りに
住んでいる方々をひなん所に案内したりすること
が、わたしたちの役目です。さらに、地区で防災訓練も行っ
ています。危機管理室とは、連

れん

絡
らく

を取り合いながら活動して
います。地震が起きた時、対

たい

応
おう

の指示を出すのが、危機管
理室で、その対応を実行するのが、わたしたちです。

和良比地区自主防災組織の方の話

○「ひなん場所」と「ひなん所」のちがい

○地いきの地
じ

震
しん

対
たい

策
さく

「ひなん場所」とは、地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

、火災などから�
命を守るためにきんきゅうひなんする場所のこと。

「ひなん所」とは、災害によって自宅に住めなく
なった人が一時的に共同生活を送る場所のこと。

四街道市の全小中学校は「ひなん場所」「ひなん所」に指定
されています。

　地いきでは、地震からくらしを守るためにどのような取り
組みをしているのだろうか。

「�わたしは、学校だけでなく、近所の人たちとも防災
訓
くん

練
れん

をしたことがあるよ。」

「�四街道市には、自主防災組
そ

織
しき

というグループがあ
るそうだよ。危

き

機
き

管
かん

理
り

室
しつ

の人たちとはどんな関係
があるのかな。」



非常時こそ、不安な状況に置かれている人に優しく
接することが必要です。困っている人や要配慮者に
は思いやりの心を持って支援しましょう。

一人の避難行動要支援者＊に複数の住民が支援し
ていくなど、具体的な救援体制を決めておきましょ
う。隣近所での助け合いがとても大切です。
＊要配慮者のうち、避難する際に特に支援が必要な
方を避難行動要支援者といいます。

あらかじめ支援者を決め、2人以上で対応し、
車いすや担架を使うほか緊急時は背負って避
難します。

まずは声をかけ、誘導するときは腕を貸して
ゆっくりと歩きます。
できるだけ状況を言葉にして伝えましょう。

孤立させないように話しかけます。
通じない場合は、やさしい日本語や身ぶり手ぶり
で伝え、道順などは手で方向を示します。

階段では２人以上で援助し、昇りは前向き、
降りは後ろ向きに移動します。
1人の時は背負って避難します。

お互いに顔が向き合う形で、大きく口を動かし
話しかけます。
伝わりにくい場合は、身ぶり・筆談で伝えます。

災害のときに円滑な支援活動をするために、日ごろ
からコミュニケーションをとっていることがとても大
切です。

高齢者・病人

目の不自由な人

みんなで助け合って避難しましょう

耳の不自由な人

困ったときこそ温かい気持ちで

車いす利用者

日ごろから
積極的なコミュニケーションをとりましょう

旅行者・外国人

災害では、高齢者をはじめ、乳幼児、傷病者、障がい者などの要配慮者
が被害を受ける場合が多くなっております。このため、自主防災組織を
中心に、普段から近所にいるお年寄りや小さな子どもたち、障がいのあ
る方などのことも考えながら、災害が発生した場合にはみんなで協力し
て、救出・救護ができるように準備しておきましょう。

共助の心得

大半の人が、恐怖を覚
え、物につかまりたいと
感じる。

立っていることが困難
になる。

立っていることができず、はわないと動くことができ
ない。揺れにほんろうされ、動くこともできず、飛ばさ
れることもある。

大半の人が、物につか
まらないと歩くことが
難しいなど、行動に支
障を感じる。

ほとんどの人が驚く。
歩いている人のほとん
どが、揺れを感じる。
眠っている人のほとん
どが目を覚ます。

大半の人が、恐怖を覚
え、物につかまりたいと
感じる。

立っていることが困難
になる。

立っていることができず、はわないと動くことができ
ない。揺れにほんろうされ、動くこともできず、飛ばさ
れることもある。

大半の人が、物につか
まらないと歩くことが
難しいなど、行動に支
障を感じる。

ほとんどの人が驚く。
歩いている人のほとん
どが、揺れを感じる。
眠っている人のほとん
どが目を覚ます。

震度と揺れの状況

4 54 5 5 6 6 75 6 6 7
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　四街道市では、大きな地
じ

震
しん

が起きたら、市と地いきが協力�
し合って市民のくらしを守ることができるよう、努力をしている。

まとめる

四街道市　防災ハザードマップより

　災害が発生したときに、安全�
な 場 所 に 早 く ひ な ん し た り、�
被
ひ
害
がい
をへらしたりできるようにつくら

れているよ。
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ひろげる

○自分たちにできることを考えよう

　学校にいる時に地
じ

震
しん

が起きたら、どうすればよいのだ
ろうか。

「�地震のひなん訓練は、どんな訓
くん

練
れん

だったかな。」

「火災の訓練と何がちがうのかな。」

　ひなん訓練の流れにそって写真に番号をふりましょう。

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

静
しず

かに移動する

つくえの下にもぐる

先生たちが安全を確認する

集合場所に集まる
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○�どのようなことに気をつけたり、心がけたりしたらよいの
か話し合ってみよう。

「�公園にはたくさんの遊具があるね。」

「近くに大人の人がいないかもしれないよ。」

「店には高いところにも商品があるね。」

「通路のせまい場所があるよ。」

「�近くには車が走っているね。」

「建物や塀
へい

の近くは危
あぶ

ないね。」

　学校以
い

外
がい

の場所で地
じ

震
しん

が起きたら、どうすればよいのか
考えてみよう。

登校・下校の時に地震が起きたら。

公園にいる時に地震が起きたら。

店にいる時に地震が起きたら。

（　　　　　　　　）の時に地震が起きたら。
場面をえらんで、自分だったらどうするか考えてみましょう。
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７　きょう土の伝
でん

統
とう

・文化と先人たち

つかむ 　わたしたちの地いきにのこる、古いものを
出し合ってみよう。

「�道具の他にも、昔からある古いたて物を知っているわ」

「�お祭りは、ぼくが生まれる前からやっているよ。」

○総
そう

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

物
もの

井
い

川
がわ

橋
きょう

梁
りょう

亀
かめ

崎
ざき

橋
はし

台
だい

跡
あと

○栗
くり

山
やま

ばやし

予想し、考えたことを話し合って
みましょう。

栗山の香
か

取
とり

神
じん

社
じゃ

の祭りで行われ
ます。おはやしは、５曲の演

えん

目
もく

で
「おかめ」や「ひょっとこ」のお面
をかぶり、太

たい

鼓
こ

や笛
ふえ

、かねなどの
音に合わせておどります。

今から約１２０年前に作られ、５０年
前まで使われていた鉄道の橋のあとで
す。昔はこの上に線路があり、汽車が走っ
ていました。

　歌やおどり、おはや
しなどのことをきょう
土げいのうといいます。

予想する

（１）残
のこ

したいもの、伝
つた

えたいもの

古くから伝わる「おはやし」のようす

む
か
し
の
鉄
道

　地いきにのこる古いものには、人々のどのような願
ねが

い
がこめられ、どのように受けつがれてきたのだろうか。

学習問題
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地いきで、人々が大切につたえ、ほぞん
しているものを文

ぶん

化
か

財
ざい

といいます。

○小学校のある場所

①①内内
うちうち
黒黒
くろくろ
田田
だだ
熊熊
くまくま
野野
のの
神神
じんじん
社社
じゃじゃ

　（はだか参り）　（はだか参り）

③大
おお
土
ど
手
て
山
やま

⑤和
わ
良
ら
比
び
皇
みむすび
産霊神社

④山
やま
梨
なし
大
だい
隆
りゅう
寺
じ

⑥福
ふく
星
しょう
寺
じ
館
やかた
跡
あと

②栗
くり
山
やま
香
か
取
とり
神社

　（栗山ばやし）

調べる 　わたしたちの地いきには、どのような古く
から残

のこ

るものがあるのだろうか。



毎年２月２５日に和良比皇産霊神社で行われます。別名「ど
ろんこ祭り」ともよばれています。１歳

さい
未満
みま ん
の子どもが、わら

で泥
どろ
をつけてもらうと健康

けんこう
に育つと言われています。

毎年３月に内黒田熊野神社で行われます。四街道市の無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞ く ぶ ん か

財
ざい

に指定
し て い

されています。
「これらの祭りは、100年以上昔から地いきの人々
に受けつがれ、無病

むびょう

息災
そくさ い

や五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

の願いをこめて
今も大切に行われています。」
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○和
わ

良
ら

比
び

皇
み

産
むす

霊
び

神
じん

社
じゃ

伝
でん

統
とう

神
しん

事
じ

【和良比はだか祭り】

○内
うち

黒
くろ

田
だ

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

伝
でん

統
とう

神
しん

事
じ

【はだか参
まい

り】

　昔から続いている祭りには、地いきの人々の
どのような願

ねが

いがこめられているのだろうか。
調べる

　参
さん
加
か
している

人たちはどんな
願いをこめてい
るのかな？

　わたしたちの
地いきの祭りに
ついても、調べ
てみましょう。



毎年２月２５日に和良比皇産霊神社で行われます。別名「ど
ろんこ祭り」ともよばれています。１歳

さい
未満
みま ん
の子どもが、わら

で泥
どろ
をつけてもらうと健康

けんこう
に育つと言われています。

毎年３月に内黒田熊野神社で行われます。四街道市の無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞ く ぶ ん か

財
ざい

に指定
し て い

されています。
「これらの祭りは、100年以上昔から地いきの人々
に受けつがれ、無病

むびょう

息災
そくさ い

や五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

の願いをこめて
今も大切に行われています。」

— 106 —

　地いきにのこる文化財や祭りには、人々の結びつきや幸
せなどの願いがこめられているので、今も大切に守られ、
受けつがれている。

まとめる

ひろげる

調べたことを、くふうしてまとめてみよう。

　地いきにのこる古いものを受けつぐために、
わたしたちにできることを考えてみよう。

「�わたしたちの地いきの、古くから残るものに
ついて、表に整理しましょう。」

「�古いものを守っている人の願いも 
わかるようにしたいね。」

千葉県内の他の地域では、どのような取
り組みがされているのかくらべながら、話
し合ってみましょう。

くらべること （１）和
わ
良
ら
比
び
はだか祭り （２）内

うち
黒
くろ
田
だ
はだか参り （３）

はじまり 数百年前 約２００年前

はじまりや
これまでの
できごと

むかしむかし、和良比の
地域にまつられていた
「大
だい
六
ろく
天
てん
」という神様に、

１年の健康や豊
ほう
作
さく
をお願

いした。

山のきびしい自然の中
で、心と体をきたえる修

しゅ

行
ぎょう
の流れから始まったと
考えられている。

だれが
どのように
受けついで
きたか

毎年２月２５日に、ふん
どし姿で、泥をかけ合っ
たり、元気に走ったりす
る。

毎年３月１５日に、地域
の人 が々はだかで、水を
かけ合い身を清める。わ
らを投げて、その年の田
んぼの実りを占

うらな
う。

人 の々願い

これからも、人 の々健康
や田んぼの実りを願っ
て、大事に受けついで
いきたい。
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つかむ

原野だった土地が、今のような豊
ゆた

かな畑になったのは、なぜだろうか。

予想する

（２）大
だい

日
にち

、鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

の開
かい

拓
たく

開
かい
墾
こん
される前の原

げん
野
や
だった下

しも
志
し
津
づ
原
はら

※開墾…山林・原野を切り開いて、新しく田畑を作ること

※原野…開
かい
拓
たく
していない野原　　　※下志津原…今の大日や鹿放ヶ丘をふくむ地いき

今の大日、鹿放ヶ丘

鹿放グラウンド

「�昔は、今とちがって、畑も家もなかったね。」

「�近くの農
のう

家
か

の人が機
き

械
かい

で耕
たがや

したのかな。」

「�昔は機械がなかったから、農
のう

具
ぐ

を使ったのではな
いかな。」

「�だれが畑にかえたのかな。」

学習問題



四街道十字路

大土手山
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砲術練習場だったころの様子

地名について書かれた記事

昔
むかし
の下志津原

『下志津及
および
周
しゅう
回
かい
邨
とん
落
らく
図
ず
』より

　開拓が始まる前の大
だい

日
にち

、鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

は、どのような
ところだったのだろうか。

○開拓が始まる前の様子

調べる

戦
せん

争
そう

が終わるまで陸
りく

軍
ぐん

が砲
ほう

術
じゅつ

練
れん

習
しゅう

場
じょう

として、大
たい

砲
ほう

や鉄
てっ

砲
ぽう

をうつ訓
くん

練
れん

に
使
つか

っていました。ですか
ら、家も畑もなく、荒

あ

れ
た土地が広がっていまし
た。
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開拓をした人たち

入
にゅう
植
しょく
適
てき
格
かく
証
しょう

なぜ、下
しも

志
し

津
づ

原
はら

を開
かい

拓
たく

することになったのだろうか。

調べる

戦
せん

争
そう

が終わり、日本の軍
ぐん

隊
たい

はなくなりました。そのころ、日本

中で、食べ物や生活に必
ひつ

要
よう

な物がたりず、人々が困
こま

っていたため、

軍隊の砲
ほう

術
じゅつ

練
れん

習
しゅう

場
じょう

として使われていた下志津原が開拓されるこ

とになったのです。朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

や満
まん

州
しゅう

（今の中国北部）に住んで

いて、戦争が終わったため日本にもどってきた人や、戦争で家

を失
うしな

った人などが、全国各地から移
うつ

り住んで、開拓が始まりま

した。開拓地に移
うつ

り住むには、証
しょう

明
めい

書
しょ

が必要でした。

「�農
のう

作
さく

物
もつ

がたくさんとれそうなところだったのかな。」

開拓団の援
えん
助
じょ
のため、満

まん
蒙
もう
開
かい
拓
たく
青
せい
少
しょう
年
ねん
義
ぎ
勇
ゆう
軍
ぐん
訓
くん
練
れん
所
じょ
・基

き
幹
かん
学

校の生徒が、茨
いば
城
らき
県から到

とう
着
ちゃく
しました。
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開拓は、どのように行われたのだろうか。

調べる

重たい開
かい

墾
こん

ぐわ、つるはし、先のとがった四
よん

本
ほん

万
まん

能
のう

などの道具を使いましたが、思うように使え

るようになるまでは、とても大
たい

変
へん

でした。シノザサの根など

は、網
あみ

の目のようにのびていて、掘
ほ

り起
お

こすのはひと苦
く

労
ろう

でした。中に

は、たおれてしまう人もいました。
（※シノザサ…細くてむらがって生える竹。シノダケ。）

土地を耕
たがや

すため、「ロケ」という機
き

械
かい

が１台と、農
のう

耕
こう

馬
ば

が少

しだけいましたが、大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は手作
さ

業
ぎょう

でした。ですから、一日

で耕せた範
はん

囲
い

はわずかでした。

開拓当時の様子をおじいさんたちに聞いてみました。

○下志津原の開拓

ロケを使って働く人たち 農耕馬を使って働く人たち
※ロケ…�６トンけん引車のこと。軍

ぐん
隊
たい
で使われなくなったものをもらい、後ろに土を耕すため

の道具をつけて引っぱった。

開拓を進めた方の話

開
かい
墾
こん
ぐわ、つるはし、四

よん
本
ほん
万
まん
能
のう
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できた農地では、米・麦・サツマイモなどをつ
くりました。荒

あ

れた土地には肥
ひ

料
りょう

が必
ひつ

要
よう

だったの
で、にわとりや牛を飼

か

い、ふんを肥料にしました。

このあたりは関
かん

東
とう

ローム層
そう

の土だったため、風が強い日は
土が舞

ま

い、生活や仕事のさまたげになることもありました。せっ
かく植えたものが飛

と

ばされてしまうこともたびたびあったの
で、防

ぼう

風
ふう

林
りん

をつくりました。
木が成長してからは、風による
被
ひ

害
がい

をへらすことができました。

防風林

※関東ローム層の土
　赤土ともいう。かわくと風にとばされやすい。水はけ
が悪く、栄養分が少ないので、農業に向かない。

開拓を進めた方の話

電気の熱
ねつ
を利用して育てたサツマイモ

１９４８年（昭和２３年）

豚の飼
し
育
いく

にわとりの飼
し
育
いく

牛の飼
し
育
いく

開拓地に実った小麦
１９４９年（昭和２４年）
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最初のころは、軍
ぐん

隊
たい

が使っていた建
たて

物
もの

を家として
利
り

用
よう

し、そこから開
かい

拓
たく

地
ち

まで通っていました。遠かっ
たので、開拓地に家を建

た

てることにしました。
町まで出て建て方を習い、自分たちで家を建てました。食
事もみんなが交

こう

替
たい

でつくりました。生活に必
ひつ

要
よう

なものは、自
分たちの手でつくったのです。

調べる

「�たくさんの家
か

族
ぞく

がいっしょにくらしていたのかな。」

○人々のくらし
開
かい

拓
たく

を進めていたころ、人 は々どのような生活をしていたのだろうか。

【当時の食事の例
れい

】
　さつまいも、じゃが
いも、かぼちゃ、タン
ポポ、よもぎなど、そ
のときにあったものを
入れた雑

ぞう
炊
い
などを少し。

（手前左から炊
すい
事
じ
場
ば
、製
せい
パン部、風呂場　後方左から共同宿舎・牛小屋）

開拓を進めた方の話

共同小屋開拓地につくられた新しい共
きょう
同
どう
宿
しゅく
舎
しゃ
周
しゅう
辺
へん

製パン部
製粉・製めんなどをした

加工場

１９４５年（昭和２０年）ころの様子 共
きょう
同
どう
小屋
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まとめる

　大日、鹿
ろっ

放
ぽう

ヶ
が

丘
おか

は、開拓した人々の努
ど

力
りょく

や工夫のおかげで、
今のような豊

ゆた

かな畑になっている。

開
かい

拓
たく

をしていると、時
とき

々
どき

、砲
ほう

弾
だん

を見つけるこ
とがありました。金

きん

属
ぞく

でできているので、これ
を集めてお金に換

か

えることができました。また、開
かい

墾
こん

した
ときに取った草木の根

ね

っこは、よく燃
も

えたので、ドラムか
んで作った風

ふろ

呂の燃
ねん

料
りょう

として使うこともありました。ドラ
ムかん風呂に入ると体がよく温

あたた

まり、一日の疲
つか

れをいやす
ことができました。

開拓したことを記
き

念
ねん

して、記
ひ

念碑が

建
た

てられました。

右の写真は、１９７０年（昭和４５年）

に、鹿放神社に建てられた記念碑です。

開拓記念碑

開拓を進めた方の話
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大日に分校ができる前まで、子どもたちは四街道小学

校に通っていました。遠い子だと、４キロもありました。

当時の通学路は、夏は草が深くおいしげり、行く手をさえ

ぎることもあり、冬は北風がきびしく、夕方には真っ暗に

なってしまいました。道も整
せい

備
び

されていなかったので、雨

がふったときも大変でした。そこで「１、２年生だけでも

近くに学校があれば。」という親の願
ねが

いがありました。

地いきの人たちは、子どもたちのために、土地を出し合

い、学校を建
た

てることにしました。土地を平らにする作業

や建
たて

物
もの

を建てる作業を地域の人も手伝いました。こうして、

１９５１年（昭和２６年）、みんなが待ち望
のぞ

んだ「四街道

小学校大日分校」ができました。

ひろげる

人々は、どのような願いで学校をつくったのだろうか。

○学校にかけた願
ねが

い

大日地区に昔から住んでいる方の話
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大日分校

開校当時の大日小学校

そうじをする子どもたち

大日地区に昔から住んでいる方の話

学校の先生の話

強風などで校
こう

舎
しゃ

がこわれると、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
たちがすぐに直してくれました。校舎の床

ゆか

は、
とてもきれいでした。給

きゅう

食
しょく

も、保護者の方たちが四街道
小学校から自転車で運んできてくれました。

やがて、地域の人たちのさらなる願いが実
じつ

現
げん

し、１９７５年（昭和５０年）、大日分校は、大日小学
校になりました。みんな、とても喜

よろこ

んだそうです。



アメリカ合衆国

サンフランシスコ
リバモア
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リバモア市庁

ワインの生産がさかん

四街道市には、仲
なか
良
よ
くしている外国

のまちがあります。四街道市は、1977
年にアメリカ合

がっ
衆
しゅう
国
こく
のカリフォルニア州

しゅう

にあるリバモア市と、「姉妹都市」とし
て交

こう
流
りゅう
を深めていこうという約

やく
束
そく
を結

むす

びました。
四街道市とリバモア市は、毎年中学

生の短
たん
期
き
留
りゅう
学
がく
生
せい
の受け入れと派

は
遣
けん
（人

を送
おく
ること）をしています。
リバモア市から短期留学生が来ると
きには、市内の中学校に通う子どもが
いる家庭（ホストファミリー）で一緒に
生活します。四街道市から短期留学に
行く中学生も、リバモア市のホストファ
ミリーと過ごします。

わたしたちの四街道　 ～　姉
し

妹
まい

都
とし

市　リバモア　～

昭和52年にリバモア市から
第1回訪

ほう
問
もん
団
だん
をむかえました。

四街道市から、短期留学生がリバモアに行
きました。
これは、令和６年の「ウェルカムパーティー」
の様子です。

姉妹都市って
知
し

ってるかな。



位い
置ち
図ず
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北
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≲千葉県庁≳……043-223-2110（代表）　〒 260-8667　千葉市中央区市場町１番１号

≲ホームページ≳
　千葉県庁………………http://www.pref.chiba.lg.jp/
　四街道市………………http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/
　四街道警察署…………http://www.police.pref.chiba.jp/police/police_department/yotsukaido/
　四街道市消防本部……http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/shisei/shobo/index.html

≲市役所≳
四街道市役所……421-2111　鹿渡無番地
指導課……………424-8925　鹿渡2001-10
社会教育課………424-8927　鹿渡2001-10
文化・スポーツ課…424-8934　鹿渡2001-10
青少年育成センター…421-7867　鹿渡2001-11
政策推進課………421-6162　鹿渡無番地
みんなで課………420-7525　鹿渡無番地
危機管理室………421-6102　鹿渡無番地

≲図書館・公民館≳
市立図書館………423-6443　大日396
四街道公民館……422-2926　四街道1532-17
千代田公民館……422-4151　もねの里3-20-30
旭公民館…………432-6371　和田54-10

≲警察（けいさつ）≳
四街道警察署……432-0110　和良比635-5
千代田交番………421-2572　千代田5-32
旭交番……………432-8616　旭ヶ丘3-3-1
大日交番…………422-2170　大日2358
駅前交番…………422-2240　四街道1-1-1

≲消防≳
消防本部…………422-0119　鹿渡934-26
千代田分署………424-0119　千代田5-33
旭分署……………432-0119　みそら1-25

≲郵便局≳
四街道郵便局……433-0005　美しが丘1-18-2

≲その他≳
鹿放ヶ丘ふれあいセンター
　　　　　　……424-1577　鹿放ヶ丘284-12
社会福祉協議会…422-2945　鹿渡無番地
総合福祉センター…423-2940　鹿渡無番地
南部総合福祉センターわろうべの里
　　　　　　……433-6201　和良比635-4
四街道市国際交流センター
　　　　　　……312-6176　鹿渡2001-10
クリーンセンター…432-8527　山梨2002
総合公園体育館…433-1111　和田161
駅市民サービスセンター
　　　　　　……432-6226　四街道1-1

≲主な神社や寺の場所≳
和良比皇

み

産
むす

霊
び

神社…和良比192-23
内黒田熊野神社……内黒田629
亀崎熊野神社………亀崎1
栗山香取神社………栗山424
吉岡福星寺…………吉岡898
山梨大隆寺…………山梨1496

～聞いてみよう　たずねてみよう～
　　わからないことや，もっと知りたいことがあったら、
　　連絡して聞いてみたり，行ってたずねてみたりしましょう。



この本の編集にあたった方々（敬称略）

委員長　　吉岡小学校長	 安部　　健
副委員長　四街道中学校教頭	 中村　圭吾
副委員長　四和小学校教頭	 萩原　塁樹
四街道小学校教諭	 柳谷　康平
旭小学校教諭	 齊藤　貴文
南小学校教諭	 西原　翔太
中央小学校教諭	 安井　貴之
大日小学校教諭	 的池　俊喜
八木原小学校教諭	 能村　幸恵
山梨小学校教諭	 荒木　孝久
みそら小学校教諭	 西村　　仁
栗山小学校教諭	 村松　　晶
和良比小学校教諭	 河野　宙斗

四街道市教育委員会教育長	 府川　雅司
　　　同　　　　　教育部長	 真田　裕之
　　　同　　　　　教育部副参事	 長谷川　篤
　　　同　　　　　指導課長	 伊藤　友江
　　　同　　　　　主　　幹	 石毛　宏尚
　　　同　　　　　指導主事	 大川　紗代
　　　同　　　　　指導主事	 羽田　光子
　　　同　　　　　指導主事	 田村　健太
　　　同　　　　　指導主事	 猪谷　龍哉
　　　同　　　　　主査補	 広沢　　崇
　　　同　　　　　主任主事	 岩﨑　美紗
　　　同　　　　　主任主事	 三宅　　慶

　このほかに、四街道市役所関係各課ならびに四街道市消防本部、四街道警察署、千葉県
総合企画部水政課、中島梨園、イトーヨーカドー四街道店、（株）久永製作所、鹿放ヶ丘ふ
れあいセンター、クリーンセンターなどの御協力、御指導をいただきました。

　　　《表紙絵：みんなで走ろう　ワラビーラン》
	 和良比小学校　３年４組　野口　結誠

わたしたちの四街道（令和８年度版）
令和８年３月25日　改訂新版発行
編　　集　四街道市社会副読本編集会議
印　　刷　株式会社　白樺写真工芸
発　　行　四街道市教育委員会
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六
八
九
一
（

）
五
八
九
一
（

た
き
で
が
館
書
図
立
市
・

）
三
八
九
一
（

）
三
八
九
一
（

た
き
で
が
館
民
公
旭
・

）
三
八
九
一
（

）
二
八
九
一
（

た
き
で
が
館
民
公
田
代
千
・

）
一
八
九
一
（

）
一
八
九
一
（

）
四
九
九
一
（た

き
で
が
館
育
体
園
公
合
総
市
道
街
四
・

）
五
九
九
一
（

）
九
九
九
一
（

た
き
で
が

）
三
〇
〇
二
（

）
〇
〇
〇
二
（

業
開
が
駅
道
街
四
・

た
え
迎
を
年
周

）
四
一
〇
二
（

）
五
一
〇
二
（始

開
ル
ク
イ
サ
リ
な
た
新
、
等
電
家
型
小
・

）
六
一
〇
二
（

）
一
一
〇
二
（

た
し
成
完
が
場
広
口
南
駅
道
街
四
・

）
〇
一
〇
二
（

た
き
で
が
署
察
警
道
街
四
・

）
八
九
九
一
（

た
き
で
が
舎
庁
二
第
所
役
市
道
街
四
・

）
七
九
九
一
（

）
二
九
九
一
（

た
き
で
が
地
団
丘
が
し
美
・

）
〇
九
九
一
（

た
き
で
が
場
動
運
園
公
合
総
・

）
九
八
九
一
（

た
き
で
が
地
団
ら
そ
み
・

）
六
七
九
一
（

た
き
で
が
地
団
田
代
千
・

）
五
七
九
一
（

た
き
で
が
所
務
事
う
そ
い
せ
道
街
四
・

）
四
七
九
一
（

た
き
で
が
座
し
く
つ
・

）
三
七
九
一
（

た
れ
さ
築
新
が
館
民
公
道
街
四
・

）
二
七
九
一
（

た
い
つ
ろ
こ
の
こ
が
灯
電
・

）
道
鉄
の
初
最
県
葉
千
（

）
五
九
八
一
（

・

た
き
で
が
校
分
渡
馬
小
旭
・

）
一
一
九
一
（

）
八
〇
九
一
（

）
八
〇
九
一
（

た
れ
ら
め
き
と
年
六
が
校
学
小
・

）
七
〇
九
一
（

た
き
で
が
中
く
ぞ
ふ
大
葉
千
・

）
七
四
九
一
（

た
き
で
が
中
旭
、
中
田
代
千
・

）
七
四
九
一
（

た
れ
ら
め
き
に
年
三
が
校
学
中
、
年
六
校
学
小
・

た
き
で
が
小
く
ぞ
ふ
大
葉
千
・

）
五
四
九
一
（

た
き
で
が
校
分
日
大
小
道
街
四
・

）
一
五
九
一
（

）
〇
六
九
一
（

・

）
六
六
九
一
（

た
き
で
が
小
央
中
に
と
あ
小
く
ぞ
ふ
・

）
五
七
九
一
（

た
き
で
が
小
原
木
八
、
中
田
代
千
、
小
日
大
・・

た
き
で
が
校
学
梨
山、
校
学
井
物

）
三
七
八
一
（

た
き
で
が
校
学
岡
吉
・

）
二
七
八
一
（

）
二
九
八
一
（

た
き
で
が
科
易
簡
小
田
代
千
・

）
〇
九
八
一
（

）
三
九
八
一
（た

き
で
が
校
分
見
吉
小
井
物
、
小
方
六
・

）
〇
〇
九
一
（

た
き
で
が
小
山
栗
、
小
ら
そ
み
・

）
〇
八
九
一
（

た
き
で
が
中
西
道
街
四
・

）
九
七
九
一
（

た
き
で
が
小
梨
山
・

）
八
七
九
一
（

た
き
で
が
中
旭
、
小
和
四
・

）
六
七
九
一
（

た
き
で
が
小
岡
吉
・

）
三
九
九
一
（

校
閉
が
校
分
岡
吉
・

）
三
九
九
一
（

た
き
で
が
小
比
良
和
・

）
一
九
九
一
（

）
九
九
九
一
（

施
実
全
完
食
給
で
校
学
中
小
の
内
市
・

）
一
〇
〇
二
（

た
し
成
完
が
舎
校
新
の
小
南
・

）
八
〇
〇
二
（

た
し
成
完
が
舎
校
新
の
小
旭
・

）
二
一
〇
二
（

た
し
成
完
が
舎
校
新
の
小
山
栗
・

（
二
〇
一
九
）

・
千
代
田
中
学
校
南
校
舎
が
新
し
く
な
っ
た

・
八
木
原
小
の
校
舎
が
新
し
く
な
っ
た
（
二
〇
二
三
）

・
南
小
の
増
築
校
舎
が
完
成
し
た

　
　（
二
〇
二
五
）

（
二
〇
二
四
）

・
四
街
道
市
役
所
新
庁
舎
第
一
期
工
事
完
了

・
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
二
五
）

・
東
京
世
界
陸
上

　
　
　（
二
〇
二
五
）

・
大
阪
・
関
西
万
博

　
　（
二
〇
二
五
）

）
四
一
〇
二
（

た
き
で
が
中
北
道
街
四
・

）
七
八
九
一
（

い
の
も

な
ま
や

ち ん
う わ

つ
う

う
こ
い
へ

び

らわ し
な
ま
や

ま
や
り
く

ら
は
ぎ

や
う
お

う
ご
う
と

い
か
う
ど

し
た
わ
ま

み
し
よ

う
ぽ

ひ
さ
あ

か

い
ん
か

だ

よか
お
し
よ

ち う
そ

ん
で

の
も ち も

し

ち
ん
だ
か
お

ひ
さ
あ

う
こ

く
ち
ん
し

ん
か
ん
み

ざ

ん
け
ほ

し
く
ふ
う
ご
う
そ

く
つ
う

つ
う

か
お

や

か
お
が

く
た
い
か

ら
は
づ

し

だ

よいう
と

き
え
う
ど
い
か
つ
よ

う
つ
い
か

ら
く
さ

わ
か
ち
い
ん
せ
ん
ほ
ぶ

だ

よ

ひ
さ
あ

ん
え
い
た
ん
ぐ

ち

う
ぽ
ん
け
く
こ
い
て

ち
に

ん
せ
い
た

ん
か

う
と

ん
ま

ら
ひ

し
が
ひ

く
こ

ん
か
つ
ぶ
く
は
く
ぞ
ん
み
し
き
れ

ん
わ

じ
わ
あ

ん
し
ん
は

い
さ

い
た
い
か

う
ぽ
ん
れ

お

う
そ
ん
せ
ん
が

う
こ
う
く
い
さ

う
と
ん
か

ん
せ

ん
へ
じ

ろ

う
そ
ん
せ
ん
し

大
日
、
下
志
津
原
な
ど
が

・
山
梨
学
校
が
山
梨
小
に
な
っ
た

・
山
梨
小
が
旭
小
に
な
っ
た

・
夏
季
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

　ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
二
一
）





令
和
８
年
度
版

令
和
８
年
度
版

わ
た
し
た
ち
の
四
街
道

わ
た
し
た
ち
の
四
街
道


